




静岡の経済指標　２０１8年3月
静岡のマーケットの動きを把握するため参考になる数字を紹介します

静岡市人口（葵区）３月

静岡市人口（駿河区）３月

静岡市人口（清水区）３月

静岡市人口（合計）３月

静岡県百貨店販売額１月

静岡県乗用車（新車）登録台数２月

静岡県新設住宅着工戸数１月

清水港輸出総額１月

ハローワーク静岡  新規求人数１月

前年同月比 －８６６人

前年同月比 －３５６人

前年同月比 －１,６３０人

前年同月比 －２,８５２人

前年同月比 －１．８１億円

前年同月比 －１９６台

前年同月比 ＋７２４戸

前年同月比 ＋２８億円

前年同月比 ＋１,０７２人

前年同月比 ＋８７７世帯

前年同月比 ＋９２０世帯

前年同月比 ＋５７０世帯

前年同月比 ＋２,３６７世帯

前年同月比 ＋２．２２億円

前年同月比 －５９台

前年同月比 －４１億円

前年同月比 ＋５６億円

前年同月比 ＋１８２人

２５１,０５１人

２１１,６０４人

２３４,９２３人

６９７,５７８人

７３．５３億円

９,０６４台

２,９６９戸

１,３８４億円

５,０４０人

１０３,４８３世帯

９２,４９２世帯

９４,７９９世帯

２９０,７７４世帯

２９０．２７億円

９３０台

８３億円

８６０億円

２,３６０人

静岡市世帯数（葵区）３月

静岡市世帯数（駿河区）３月

静岡市世帯数（清水区）３月

静岡市世帯数（合計）３月

静岡県スーパー販売額１月

静岡県貨物車（新車）登録台数２月

静岡県公共工事請負金額２月

清水港輸入総額１月

ハローワーク清水  新規求人数１月

出典：人口＝静岡市、百貨店・スーパー販売額＝関東経済産業局、登録台数＝日本自動車販売協会連合会、住宅着工戸数＝静岡県、公共工事請負金額＝東日本建設業保証㈱、清水港貿易＝名古屋税関、求人数＝静岡労働局

※「Sing」は、静岡のS、清水のS、商工会議所のSに、現在進行形ingを組み合わせ、
　新しい商工会議所が前進し、明るい歌が響く未来をイメージしたタイトルです。

平成30年4月1日発行 第97号（毎月1日発行）

・日本平桜マラソン(日本平周辺)

・カラーコーディネーター検定試験申込受付(～5/2)

・七日市(入江商店会)

・許認可・著作権相談会(静)

・簿記検定試験申込受付(～5/7)

　

・法律相談会(静)　・３級簿記講習会(～6/1 静)

・税務相談会(静)

・徳川家臣団大会in静岡 2018(ユーフォニア)

　

　

・労務相談会(静)

・珠算・暗算段位認定試験申込受付(～5/18)

・法律相談会(静)

・マル経資金説明相談会(静・清)
・デザイン相談会(静岡市文化・クリエイティブ産業振興センター)

・平成30年度春巡業「大相撲 富士山静岡場所」(このはなアリーナ)
・第16回七間町のおまちでアート(七間町名店街)

・IT・情報化相談会(静)　・情報化・創業支援相談会(清)
・マル経資金説明相談会(静・清)
・清水エスパルスVS Ｖ・ファーレン長崎(アイスタ)

・紺屋町マルシェ(～4/22 紺屋町名店街)
・七間町青空市(七間町名店街)　・清水エスパルスVS ＦＣ東京(アイスタ)

・一日公庫(静)　・製造業部会(清水テルサ)
・現場改善支援事業成果発表会(清水テルサ)

・発明・特許相談会(静)
・福祉住環境コーディネーター検定試験申込受付(～5/25)
・マル経資金説明相談会(静・清)　・法律相談会(清)
・情報化支援相談会(清)　・常議員会・議員懇談会(静)

・鷹の市＆駿府市(鷹匠１丁目商業発展会・駿府町1区発展会)
・清水エスパルスVS 柏レイソル(アイスタ)

・税務相談会(静)
・第15回静岡市のプレミアムフライデー(静岡市内)

・健康相談(静)　・司法書士相談会(静)
・融資相談会(清)　・労務・特許相談会(清)
・デザイン相談会(静岡市文化・クリエイティブ産業振興センター)
・今川義元公生誕500年祭推進委員会総会(静)

・税務相談会(清)
・ビジネス実務法務検定試験申込受付(～5/18)

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月・祝

※（静）は静岡事務所、（清）は清水事務所での開催

【 セミナー・イベント カレンダー 】

特集：会社を未来につなげる

平成30年度 事業計画・収支予算

・多くの地域企業が事業承継のタイミング
・後継者に継承する人・資産・知的資産
・親族・従業員への承継、社外への引継ぎ
・事例　㈱e-エントリー　清水昌也さん

・「企業づくり」「人づくり」
「地域づくり」「基盤づくり」の推進
・平成30年度 静岡・清水事務所ご案内

写真で見る静岡商工会議所の動き
2月の会議所事業

今川義元公入門講座!!
「海道一の弓取り」

しずおか味な店
地酒、地野菜、鉄板焼き、静岡をまるごと楽しめる居酒屋
あさ八

東京からこんにちは
会員倍増、情報交流通じ、絆深める
静岡県在京企業交流会  原　初典さん

しごとなでしこ
地域に根差したお店にしたいです。
haru_coffee　杉山雅子さん
静岡の未来
地方創生こそが静岡活性化直結の施策！
東京海上日動火災保険㈱　内田清隆さん

静岡まつり・廿日会祭協賛企業名簿

今川義元公生誕五百年祭にむけて

わたしの商工会議所活用法
ジョブ・カード制度
㈲花のナカムラ　中村　聡さん
誌上経営相談
職場におけるパワハラの防止
特定社会保険労務士　前澤光則さん
わが社自慢の商品・サービス
ショップヘリテージ受賞店
おみやプロジェクト開発商品
NIPPON OMIYAGE AWARD入賞品、他



　

地
域
企
業
の
経
営
者
の
う
ち
、65
歳

以
上
の
経
営
者
は
全
体
の
約
４
割
を
占

め
、今
後
数
年
で
、多
く
の
地
域
企
業
が

事
業
承
継
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
迎
え
る
と

み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
企
業
は
、雇
用
の
創
出
や
新
し

い
技
術
の
開
発
な
ど
、地
域
経
済
の
け
ん

引
役
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

　

取
引
先
と
の
つ
な
が
り
、経
営
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
ノ
ウ
ハ
ウ
、従
業
員
な
ど

経
営
資
源
を
守
り
な
が
ら
、地
域
企
業

が
社
会
基
盤
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
し

て
い
く
た
め
に
は
、将
来
を
見
据
え
た
計

画
的
な
事
業
運
営
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

次
世
代
へス
ム
ー
ズ
に「
事
業
承
継
」を
進

め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、経
営
者
が
事
業
承

継
を
進
め
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

多
く
の
地
域
企
業
が

事
業
承
継
の
タ
イ
ミ
ン
グ

　

全
国
約
４
０
０
０
の
中
小
企
業
の
経

営
者
に
対
し
て
行
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

調
査
で
は
、60
歳
以
上
の
経
営
者
の
50
％

が「
廃
業
を
予
定
し
て
い
る
」と
回
答
し

事
業
の
継
続
は
可
能
な
の
に

後
継
者
が
い
な
い
ケ
ー
ス
も

　

後
継
者
の
育
成
も
考
え
る
と
、事
業

承
継
の
準
備
に
は
５
年
〜
10
年
ほ
ど
か

か
り
ま
す
。60
歳
頃
に
は
準
備
に
着
手

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。会
社
の
大
き
な
転

機
と
な
る
事
業
承
継
は
、早
め
の
準
備
、

計
画
的
な
取
組
が
肝
要
で
す
。

　

事
業
承
継
に
向
け
た
準
備
は
、静
岡

商
工
会
議
所（
電
話
０
５
４‐

２
５
３‐

５

１
１
３
）、金
融
機
関
、税
理
士
な
ど
の

サ
ポ
ー
ト
を
得
な
が
ら
、会
社
の
10
年

後
を
見
据
え
て
着
実
に
進
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

60
歳
頃
に
は
、事
業
承
継
の

準
備
に
着
手
し
た
い

会社を未来に

を考えよう

つなげる
10年先の会社

経営者

必読

て
い
ま
す
。

　

廃
業
す
る
理
由
と
し
て
は「
当
初
か

ら
自
分
の
代
で
や
め
よ
う
と
思
っ
て
い

た
」38
％
、「
子
ど
も
に
継
ぐ
意
思
が
な

い
」12
％
、「
子
ど
も
が
い
な
い
」９
％
、「
適

当
な
後
継
者
が
見
つ
か
ら
な
い
」６
％
と
、

後
継
者
が
確
保
で
き
な
い
こ
と
を
挙
げ

る
回
答
が
３
割
近
く
に
上
り
ま
す
。

　

会
社
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
存
続
で
き

る
に
も
関
わ
ら
ず
、事
業
承
継
の
進
め

方
、実
情
に
対
す
る
認
識
不
足
で
、事
業

承
継
へ
の
着
手
を
先
送
り
し
た
た
め
に
、

後
継
者
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
と
い
う

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。



　

後
継
者
の
選
定
は
、事
業
承
継
の
第

一
歩
で
す
。選
定
に
あ
た
っ
て
は
、経
営

者
が
一
人
で
候
補
者
の
見
当
を
つ
け
て

お
く
だ
け
で
は
足
り
ま
せ
ん
。事
業
承

10
年
先
も
続
く
会
社
の
経
営
を

誰
に
託
す
か

　

こ
れ
か
ら
も
円
滑
に
事
業
を
運
営
し

て
い
く
た
め
に
は
、経
営
者
が
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
あ
ら
ゆ
る
経
営
資
源
を
後

継
者
に
承
継
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

承
継
す
る
経
営
資
源
は
、大
き
く「
人

（
経
営
）」、「
資
産
」、「
知
的
資
産
」の
３

つ
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

①
人（
経
営
）

　

経
営
者
と
後
継
者
と
の
対
話
を
通

じ
た
経
営
理
念
の
承
継
、現
場
か
ら
経

営
ま
で
幅
広
い
経
験
を
通
じ
た
後
継
者

教
育
。

②
資
産

　

経
営
者
の
個
人
資
産
や
負
債
、保
証

関
係
も
含
め
、い
つ
ど
の
よ
う
に
後
継
者

に
引
き
継
ぐ
か
検
討
す
る
。

③
知
的
資
産

　

後
継
者
と
の
対
話
を
通
じ
て
、従
業

員
や
取
引
先
と
の
信
頼
関
係
も
引
き

継
い
で
、円
滑
に
事
業
承
継
。

後
継
者
に
承
継
す
る
３
つ
の
要
素

人（
経
営
）・資
産・知
的
資
産

後継者に承継する3つの要素

● 経営権
● 後継者の選定・育成
● 後継者との対話
● 後継者教育

● 株式
● 事業用資産（設備・不動産等）
● 資金（運転資金・借入金等）
● 許認可

● 経営理念
● 経営者の信用
● 取引先との人脈
● 従業員の技術・ノウハウ
● 顧客情報

経営者としての
自覚を育てる

後継者に引き継ぐ
資産を整理

人（経営）

資産 知的資産

イラスト

経営者の年齢別にみた事業承継の準備状況

出典：（株）帝国データバンク「中小企業における事業承継に関するアンケート・ヒアリング調査」（2016年2月）を再編加工

（%）

10年先を考えるなら
早めの取組が
必要そう…

既に準備をしている
現在は事業承継を考えていない
これから準備をする

現時点では準備をしていない

会社の見えない
強みも承継



    

そ
の
頃
に
は

お
れ
も
い
い
歳
だ・・・・

も
し
も
働
け
な
く

な
っ
て
い
た
ら

  

会
社
は
ど
う
な
っ
て

    

し
ま
う
だ
ろ
う
？

10
年
も
!?

従
業
員
を
守
れ
る
の
は

社
長
の
お
れ
だ
け
だ・・・・

こ
ん
に
ち
は
、

引
継
社
長
、

お
久
し
ぶ
り
で
す

事
業
承
継
診
断
の

ご
案
内
に
参
り
ま
し
た

や
あ
、商
工
会
議
所
の

受
継
さ
ん
、今
日
は

ど
う
し
た
の
？

う
け
つ
ぐ ※

ひ
き
つ
ぐ

ま
だ
ま
だ
と
思
っ
て
い
た
け
ど

今
か
ら
し
っ
か
り
考
え
て

お
い
た
ほ
う
が

よ
い
か
も
し
れ
な
い
な

そ
の
通
り
で
す
！

私
ど
も
が
支
援

い
た
し
ま
す

ま
ず
は
事
業
承
継
診
断
を

受
け
て
み
ま
し
ょ
う

事
業
承
継
？

う
ち
に
は

ま
だ

関
係
な
い
よ

事
業
承
継
に
は

会
社
の
財
産
だ
け
で
な
く

技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ・人
脈

な
ど
引
き
継
ぐ
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
あ
っ
て・・・・

10
年
く
ら
い
は
必
要
だ
と

聞
い
て
い
ま
す

仕
事
も

忙
し
い
し

診
断
な
ん
て

め
ん
ど
う

く
さ
い
な

後継者の育成に必要な期間

（出典）中小企業基盤整備機構「事業承継実態調査」（2011年3月）

事業承継診断、やるなら今です！

※商工会議所、金融機関、専門家がご案内いたします。漫画：造形作家 たたらなおき

継
は
後
継
者
候
補
に
と
っ
て
も
人
生
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
選
択
と
な
り

ま
す
。後
継
者
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を

図
り
な
が
ら
、事
業
承
継
へ
の
同
意
を

得
た
上
で
次
期
経
営
者
と
し
て
必
要
な

育
成
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、後
継
者
が
社
内
で
は
確
保
で

き
な
い
場
合
の
事
業
承
継
と
し
て
、企

業
や
個
人
な
ど
の
第
三
者
に
事
業
を
譲

渡
す
る
Ｍ
＆
Ａ
と
い
う
選
択
肢
も
あ
り

ま
す
。

　

事
業
承
継
の
３
類
型
は
次
の
通
り
。

①
親
族
へ
の
承
継

　

で
き
る
だ
け
早
い
段
階
か
ら
、経
営

者
と
後
継
者
の
二
人
三
脚
で
、事
業
承

継
に
向
け
た
取
組
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

経
営
者
の
想
い
、経
営
理
念
を
共
有
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。子
や
親
族
へ
の
事

業
承
継
は
、会
社
の
所
有
と
経
営
を
一

体
的
に
引
き
継
ぎ
や
す
い
た
め
、早
期

の
取
組
に
よ
り
、ス
ム
ー
ズ
な
事
業
承
継

が
期
待
で
き
ま
す
。

②
役
員・従
業
員
へ
の
承
継

　

従
業
員
が
後
継
者
と
な
る
場
合
、経

営
者
に
近
い
場
所
で
経
営
に
関
与
し
て

き
た
、い
わ
ゆ
る「
番
頭
さ
ん
」に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。

　

こ
の
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

①
後
継
者
を
能
力
本
位
で
選
べ
る
。

②
後
継
者
は
過
去
に
と
ら
わ
れ
に
く
い
。

③
従
業
員
が
仕
事
に
励
む
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
に
な
る
。

③
社
外
へ
の
引
継
ぎ（
Ｍ
＆
Ａ
な
ど
）

　

後
継
者
を
確
保
で
き
な
い
場
合
、他

の
企
業
や
個
人
と
い
っ
た
第
三
者
に
引

き
継
ぐ
方
法（
Ｍ
＆
Ａ
等
）が
あ
り
ま

す
。現
在
、中
小
企
業
者
の
Ｍ
＆
Ａ
等
が

増
え
て
い
ま
す
。メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

①
後
継
者
を
広
く
外
部
に
求
め
ら
れ
る
。

②
従
業
員
の
雇
用
や
取
引
先
と
の
関
係

を
継
続
で
き
る
。

③
経
営
者
の
リ
タ
イ
ア
後
の
生
活
資
金

を
確
保
で
き
る
。

④
譲
渡
し
た
お
金
で
会
社
の
債
務
を
清

算
で
き
る
。

⑤
事
業
の
譲
り
受
け
先
と
一
緒
に
な
る

こ
と
で
事
業
の
発
展
が
期
待
で
き
る

（
シ
ナ
ジ
ー
効
果
）。

　

社
外
へ
の
引
継
ぎ
の
場
合
、静
岡
県

事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー（
電
話
０

５
４‐

２
７
５‐

１
８
８
１
）に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。静
岡
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、後
継
者
の
い
な
い
中
小
企
業

者
と
そ
の
経
営
資
源
を
引
き
継
ぐ
意

欲
の
あ
る
中
小
企
業
者
等
に
対
し
て
、

事
業
引
継
ぎ
の
専
門
家
が
、事
業
引
継

ぎ
に
係
る
課
題
解
決
に
向
け
た
助
言
、

情
報
提
供
、Ｍ
＆
Ａ
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
な

ど
を
行
って
い
ま
す
。

http://w
w
w
.shizuoka-cci.or.jp/sbsc

後継者の育成期間を含めれば、
事業承継の準備には
5～10年かかります。
60歳頃には準備に

着手する必要があります。



経
営
者
の
人
柄
、熱
意
、決
断
力
に
魅
力
を
感
じ
て
事
業
承
継
を
決
断

　

私
は
長
野
出
身
で
、東
京
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ

制
作
会
社
を
創
業
し
、一
部
上
場
企
業

や
有
名
私
立
大
学
の
Ｈ
Ｐ
を
作
成
し
て

い
ま
し
た
。宝
飾
会
社
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ス
テ

ム
開
発
に
関
わ
っ
た
こ
と
を
契
機
に
、社

長
に
請
わ
れ
て
入
社
し
、デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
活
用
、全
国
約
20
店
舗
の
運
営
、ま
た

役
員
と
し
て
海
外
事
業
の
立
ち
上
げ
も

行
い
ま
し
た
。

　

海
外
事
業
が
軌
道
に
乗
っ
た
の
で
、地

方
創
生
に
関
わ
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
や
り
た

い
と
い
う
夢
を
実
現
す
る
た
め
、２
０
１

７
年
８
月
に
有
楽
町
の「
移
住
相
談
セ

ン
タ
ー
」へ
行
き
、出
身
地
の
長
野
、自
宅

の
あ
る
神
奈
川
、旅
行
で
良
く
訪
れ
る

静
岡
の「
後
継
者
バ
ン
ク
」に
、継
承
し
た

い
事
業
と
し
て
旅
館
を
登
録
し
ま
し

た
。旅
館
を
拠
点
に
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の

よ
う
な
Ｉ
Ｔ
の
地
域
づ
く
り
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

登
録
業
種
は
旅
館
で
し
た
が
、静
岡

か
ら「
Ｉ
Ｔ
の
経
験
を
活
か
し
て
、事
業

承
継
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
」と
の
連

絡
が
あ
り
、９
月
７
日
、「
静
岡
県
事
業

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
」で
、㈱ｅ‐

エ
ン
ト

リ
ー
の
創
業
者
・
朝
日
志
保
子
さ
ん
と

面
会
し
ま
し
た
。朝
日
さ
ん
は
数
年
前

か
ら
事
業
承
継
を
検
討
し
、事
業
の
活

性
化
を
目
的
に
東
京
の
Ｉ
Ｔ
企
業
に
株

式
を
譲
渡
し
ま
し
た
が
、自
ら
も
新
た

な
後
継
者
を
探
し
て
い
ま
し
た
。

　

朝
日
さ
ん
の
人
柄
、熱
意
、決
断
力
に

魅
力
を
感
じ
、意
気
投
合
し
た
私
た
ち

は
９
月
20
日
に
会
社
で
面
会
し
、顧
問

税
理
士
を
交
え
て
財
務
状
況
や
取
引

先
な
ど
会
社
の
現
状
を
報
告
い
た
だ

き
、１
週
間
後
に
Ｏ
Ｋ
の
返
事
を
し
、10

月
中
旬
に
は
入
社
し
て
、事
業
の
引
き

継
ぎ
、社
員
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

当
社
は
デ
ー
タ
入
力
業
務
が
主
体
で

す
が
、今
後
は
、お
客
様
の
集
客
と
売
上

拡
大
を
図
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
事
業
と
コ
ス
ト
効

率
を
高
め
る
Ｉ
Ｔ
事
業
を
静
岡
、東
京

で
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。株

式
は
、静
岡
の
金
融
機
関
か
ら
借
り
入

れ
た
資
金
で
買
い
取
り
、４
月
か
ら
代

表
取
締
役
に
就
任
し
ま
す
。

㈱ｅ‐エントリー
代表取締役社長

電話 054-263-5690
http://e-entry55.co.jp/

清水昌也 さん 

事
業
承
継
の
事
例

今後の事業モデル現在の事業モデル

㈱ｅ‐エントリーの事業承継計画



地
域
企
業
の
持
続
的
発
展
を
目
指
す

伴
走
型
支
援
の
強
化

Ⅰ
企
業
づ
く
り

静岡商工会議所 平成30年度事業計画

「企業づくり」「人づくり」
「地域づくり」「基盤づくり」の推進

　静岡商工会議所は、平成29年度から３カ
年の活動方針を示した「第３次中期行動計
画」にもとづき、「企業づくり」「人づくり」「地
域づくり」「基盤づくり」の４本のテーマごと
に平成30年度の事業計画を策定しました。
　新規事業は赤色で、平成30年度の目標
項目と目標数値は【目標項目／目標数値】
で掲載しました。

①
創
業
者
の
発
掘
・
育
成

【
創
業
件
数
／

件
】

・
創
業
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座・創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
、創
業

個
別
相
談
会

・
創
業
相
談
者
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

②
新
事
業
活
動
の
推
進

【
経
営
革
新
等
承
認
支
援
件
数
／

件
】

・
経
営
革
新
計
画
等
の
作
成
支
援
、承
認
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

③
売
れ
る
商
品
づ
く
り
と
販
路
の
開
拓
・
拡
大

【
商
談
会
・
交
流
会
で
の
商
談
件
数
／
３
０
０
件
】

・
静
岡
県
内
商
工
会
議
所
合
同
個
別
商
談
会

・
海
外
展
開
支
援
セ
ミ
ナ
ー
、海
外
展
開
最
新
事
例
セ
ミ
ナ
ー

④
強
い
も
の
づ
く
り
と
生
産
性
向
上

【
お
も
て
な
し
規
格
認
証
事
業
所
数
／

 
紺
認
証
５
件
、金
認
証
１
０
０
件
】

・
駿
河
湾
地
域
事
業
化
プ
ロ
ジェク
ト

・
産
学
官
交
流
講
演
会

・
し
ず
お
か
農
商
工
連
携
交
流
会

・
現
場
改
善
支
援
事
業

・
生
産
性
向
上
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ
導
入
支
援（
支
援
体
制
の
構

築・情
報
発
信・個
別
支
援
）

・
お
も
て
な
し
規
格
認
証
制
度

⑤
事
業
承
継
の
促
進

【
事
業
承
継
診
断
実
施
件
数
／
２
７
０
件
】

・
静
岡
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
る

事
業
承
継
支
援

・
プ
ッ
シ
ュ
型
事
業
承
継
支
援
高
度
化
事
業
と
の
連
携
に
よ

る
事
業
承
継
支
援

・
静
岡
市
事
業
承
継
促
進
事
業（
仮
称
）

・
事
業
承
継
診
断

⑥
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
体
制
の
充
実
強
化

【
巡
回
・
窓
口
相
談
件
数
／
１
０
５
０
０
件
以
上
】

・
専
門
家
に
よ
る
無
料
相
談
会（
法
律
・
税
務
・
情
報
化
・

労
務・特
許・許
認
可・司
法
書
士・不
動
産
鑑
定
士
）

・
静
岡
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
、静
岡
県
経
営
改

善
支
援
セ
ン
タ
ー
、静
岡
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
と
の
連
携

・
消
費
税
軽
減
税
率
対
策
窓
口
相
談

・
マ
ル
経
資
金
融
資
制
度

・
生
命
共
済
、特
定
退
職
金
共
済
、小
規
模
企
業
共
済
、

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済

⑦
小
規
模
事
業
者
の
支
援
強
化

【
経
営
計
画
策
定
支
援
件
数
／
３
ヶ
年
累
計
５
０
０
件
】

・
動
く
経
営
相
談
会　

・
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

・
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
調
査
、中
小
企
業
景
況
調
査

就職支援情報誌「静岡で働こう。」

「プレミアムフライデー」オープニングイベント

静岡県内商工会議所合同個別商談会

しずおか農商工連携交流会

40

40



静岡商工会議所 平成30年度事業計画・収支予算

地
域
特
性
を
活
か
し
た

交
流
人
口
拡
大
へ
の
取
組
み

Ⅲ
地
域
づ
く
り

地
域・会
員
へ
の
情
報
発
信
と

組
織・財
政
基
盤
の
強
化

Ⅳ
基
盤
づ
く
り

地
域
企
業
の
人
材
確
保
と

企
業・地
域・基
盤
づ
く
り
人
材
の
育
成

Ⅱ
人
づ
く
り

①
地
域
企
業
の
人
材
確
保

【
企
業
情
報
カ
ル
テ
件
数
／
３
８
０
件
】

・
就
活
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
説
明
会

・
就
職
支
援
情
報
誌「
静
岡
で
働
こ
う
。」　

・
リ
ク
ル
ー
ト
カ
フェ

・
企
業
合
同
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、高
校
生
ジ
ュニ
ア
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

・
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
促
進
交
流
会

・
保
護
者
向
け
就
活
セ
ミ
ナ
ー

・
静
岡
大
学
工
学
部
学
生
向
け
市
内
企
業
訪
問
バ
ス
ツ
ア
ー

・
静
岡
県
立
大
学
学
生
と
の
交
流
会

・
就
活
よ
ろ
ず
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業（
企
業
カ
ル
テ
の
収
集
・

更
新
、出
張・拠
点
相
談
会
）

・
採
用
動
向・雇
用
環
境
調
査

・
新
入
社
員
養
成
セ
ミ
ナ
ー
、フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

・
社
会
人
メ
ン
タ
ー
募
集
、メ
ン
タ
ー
カ
フェ
イ
ベ
ン
ト

・
静
岡
県
プ
ロ
フェッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
戦
略
拠
点

②
働
き
方
改
革
や
Ｉ
Ｔ
活
用
を
推
進
す
る
企
業
マ
イ
ン
ド
づ
く
り

・
静
岡
市
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー
官
民
推
進
協
議
会

・
会
員
企
業
の
健
康
経
営
の
推
進（
保
険
会
社・協
会
け
ん
ぽ
と
の
連
携
）

・
Ｉ
Ｔ・情
報
化
相
談
会

③
企
業
・
地
域
の
人
材
育
成

【
検
定
試
験
受
験
者
数
／
６
８
０
０
人
】

・
静
岡
経
営
塾　

・
パ
ソ
コ
ン
教
室

・
各
種
検
定
試
験（
簿
記
、珠
算・暗
算
、販
売
士
、ビ
ジ
ネ
ス

実
務
法
務
、福
祉
住
環
境
、ビ
ジ
ネ
ス
会
計
、ネ
ッ
ト
他
）

・
静
岡
商
工
会
議
所
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

・
静
岡
県
地
域
ジ
ョ
ブ・カ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

④
事
務
局
職
員
の
資
質
向
上

【
中
小
企
業
診
断
士
等
資
格
取
得
職
員
数
／
１
名
】

・
中
小
企
業
診
断
士・社
会
保
険
労
務
士・税
理
士
資
格・

Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
等
の
取
得
奨
励

・
人
事
考
課
制
度
の
見
直
し・運
用

①
都
市
基
盤
整
備
の
促
進

・
行
政
連
絡
会
、静
岡
市
議
会
と
の
意
見
交
換
会

・
中
部
横
断
自
動
車
道
経
済
懇
談
会

②
賑
わ
い
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

・
静
岡
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
、外
国
人
向
け
お
買
物
マッ
プ

・
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
基
づ
く
事
業

・
駿
府
秋
の
わ
く
わ
く
祭
、清
水
ま
ち
ゼ
ミ

・
Ｉ
Ｌｏｖｅ
し
ず
お
か
協
議
会

③
観
光
地
域
づ
く
り
の
推
進

・
お
も
て
な
し
規
格
認
証
制
度

・
中
心
市
街
地
ス
ト
リ
ー
ト
Ｆｒｅｅ
Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ
、静
岡
お
ま
ち
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ

④
歴
史
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
徳
川
み
ら
い
学

会
、全
国
家
康
公
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、駿
府
城
を
愛

す
る
会

・
余
ハ
此
處
ニ
居
ル
プ
ロ
ジ

ェク
ト

・
聖
一
国
師
顕
彰
会
、聖
一

国
師
ま
つ
り

・
今
川
義
元
公
生
誕
５
０

０
年
祭

・
駿
府
城
天
守
台
発
掘
現

場
見
学
会
、発
掘
調
査

寄
附
金
募
集

⑤
海
洋
文
化
拠
点
づ
く
り
の
推
進

・
魅
力
あ
る
清
水
を
創
る
会
、海
の
み
ら
い
静
岡
友
の
会

・
清
水
港
フ
ラ
ワ
ー
フェス
タ

・
清
水
港
利
用
促
進
協
会
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
セ
ミ
ナ
ー
、

清
水
港
客
船
誘
致
活
動

①
情
報
発
信
の
強
化

【
新
聞
各
紙
へ
の
掲
載
数
／

 

３
カ
年
累
計
１
４
０
０
回
】

・
記
者
懇
談
会
、報
道
機
関
への
情
報
発
信

・
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
の
リ
ニュ
ー
ア
ル

・
会
員
増
強
計
画
の
推
進

②
会
員
の
事
業
参
加
・
利
用
の
促
進

【
会
員
事
業
参
加
・
利
用（
接
触
）数
／

 

３
カ
年
累
計
１
１
７
０
０
社
】

・
Ｓ
ｉｎｇ
、

　

Ｂ
ｉｚ
サ
ポ
ー
ト

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ツ
ィ
ッ
タ
ー
、フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
、ブ
ロ
グ
）

・
会
員
サ
ロ
ン

・
新
春
会
員
の
集
い

・
市
内
大
規
模
工
場
長
と

の
交
流
会

・
会
員
交
流
ゴ
ル
フ
大
会

・
各
部
会
、委
員
会

・
青
年
部
、女
性
会
等

③
効
果
的
な
事
業
運
営

体
制
の
構
築

【
プ
ラ
ザ
・Ｂ‐

ｎｅｓ
ｔ
の
指
定
管
理
一
元
化
】

・
中
期
行
動
計
画・30
年
度
事
業
計
画
の
進
捗
管
理

・
静
岡
事
務
所
会
館
の
建
替
え
検
討

・
清
水
産
業
情
報
プ
ラ
ザ
と
静
岡
市
産
学
交
流
セ
ン
タ
ー

の
一
括
管
理

④
財
政
基
盤
の
強
化

【
積
立
金
の
拠
出
／
２
０
０
０
万
円
】

・
予
算
執
行
状
況
の
管
理

新春会員の集い

臨済寺での「今川復権宣言！」



支出の部
1,497,565千円

収入の部
1,497,565千円

●一般会計
●法定台帳関係費特別会計
●小規模事業経営支援事業費特別会計
●会館運営特別会計
●特定退職金共済制度特別会計
●労働保険料特別会計
●退職給与積立金特別会計

●地域産業支援事業（企業づくり）
●地域経済振興事業（地域づくり）
●会員支援・交流事業
●検定事業
●組織運営事業

●地域産業支援事業
●地域経済振興事業
●会員支援・交流事業
●検定事業
●組織運営事業

101,225千円
10,400千円

・・・・・・・・・・・・・ 116,624千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 22,943千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 41,589千円

・・・ 83,966千円
・・・ 50,189千円
・・・ 60,467千円

・・・・・・・・・・・・・・・・ 10,222千円
・・・・・・・・・・ 57,211千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,497,565千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14,321千円

・・・・・・・・・・ 260,284千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 76,955千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,456,300千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 260,080千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 28,333千円

3,593,838千円総合計

会費

一般事業費繰越金

管理費

事業収入

予備費
繰出金

交付金

183,000千円
（12.2%）

262,055千円
（17.5%）

一般事業費
259,215千円
（19.3%）

委託事業費
718,596千円
（48.0%）

委託事業費
619,863千円
（46.2%）

242,655千円
（16.2%）

223,177千円
（14.9%）51,082千円

（3.4%）

229,474千円
（15.3%）

292,781千円
（19.6%）

736,040千円
（49.1%）

雑収入
56,270千円
（3.8%）

●清水産業・情報プラザ指定管理事業
●静岡県中小企業再生支援協議会
●静岡県地域ジョブカードセンター
●静岡県事業引継支援センター
●消費税軽減税率対策窓口相談等事業
●静岡県経営改善支援センター
●静岡県よろず支援拠点
●プロフェッショナル人材戦略拠点
●就活よろずサポーター事業
●プッシュ型事業承継支援強化事業
●静岡市事業承継促進事業

74,916千円
・・・ 123,323千円
・・・・・・・ 69,940千円
・・・・・・・・・ 61,391千円

2,758千円
・・・・・・・・ 174,264千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 78,369千円
・・・・・・ 52,644千円

・・・・・・・・・・・・・・ 14,473千円
・・・・ 60,018千円

・・・・・・・・・・・・・・・・ 6,500千円

＜一般会計＞

支出の部
1,340,887千円

収入の部
1,340,887千円

会費繰越金

管理費事業収入

雑収入
予備費

繰出金

交付金

182,650千円
（13.6%）

224,750千円
（16.8%）

178,461千円
（13.3%）

58,598千円
（4.4%）187,634千円

（14.0%）

292,363千円
（21.8%）

34,606千円
（2.6%）

643,634千円
（48.0%）

平
成
30
年
度
収
支
予
算

予
算
規
模

静岡商工会議所 平成30年度事業計画・収支予算

平
成
29
年
度

平
成
29
年
度

平成３０年度開校「人づくり」
を応援！

『地域人事部』を目指す
静岡商工会議所 静岡商工会議所ビジネススクール

『地域人事部』を目指す静岡商工会議所では、平成３０年度より企業の「人づくり」を応援するため「ビジネス
スクール」を開校いたします。
経営者・幹部・管理職から新人若手社員研修まで幅広い世代に対応。
また、総務・人事、経理・財務、営業・ＩＴまで分野別の研修もご用意いたしました。社員教育は静岡商工会議所
ビジネススクールへお任せ下さい！
開催講座は「Sing4月号」に同封の「年間パンフレット」をご覧いただくか、ＨＰ、お電話にてお問い合わせください。

静岡商工会議所ビジネススクール　ＴＥＬ：０５０－３５２８－０８５３（直通）　ＵＲＬ：http://www.shizuoka-cci.or.jp



平成30年度 静岡商工会議所 静岡・清水事務所ご案内
両事務所の業務内容等をご案内します。

静岡事務所

清水事務所

人事・勤怠管理、定款・諸規程の制定・改廃、災害発生時対応マニュ
アルの運用、防災訓練、資格取得奨励（診断士・社労士・税理士・Ｉパ
ス）、職員研修の運営、会議室等会館運営・管理、庶務、正副会頭会
議、常議員会、議員総会、役議員研修会・視察会、新春会員の集い、
優良従業員表彰、農協・漁協との意見交換会、ビジネススクール

TEL353-3401

中期行動計画、事業計画の進捗管理、政策提言活動、行政要望、会
頭コメント等の作成、部会統括運営、広報、所内情報管理・運営、記
者懇談会、中部地区４商工会議所正副会頭懇談会、中部地域商工
懇話会、行政連絡会、Ｓｉｎｇの発行、メルマガの発信、ＨＰ運営管理、
会員アンケート

専門サービス部会、総務委員会

経営相談、創業支援・経営革新支援、販路開拓・拡大支援、事業承
継支援、ビジネスｅパスポートの運営、パソコン教室運営、ＢＣＰ策定支
援、ＬＯＢＯ調査、事業承継診断、補助金申請受付（持続化、創業、も
のづくり等）、伴走型小規模事業者経営発達支援推進事業、消費税
軽減税率対策窓口相談事業、県内会議所合同個別商談会、生産性
向上のためのＩＴ活用支援

建設部会、静岡県中小企業再生支援
協議会、静岡県経営改善支援センタ
ー、静岡県事業引継ぎ支援センター、プ
ッシュ型事業承継支援高度化事業、
（仮）静岡市事業承継促進事業、静岡
県よろず支援拠点、経営研究会

経営相談、マル経資金、経営安定特別相談室、労働保険（窓口相
談）、施策普及、小規模企業共済、経営セーフティー、ＰＬ保険、景況
調査、マル経審査会、専門家相談、ショッピングストリート

中小企業対策委員会、シーズネットワー
ク

国際化支援、港湾・貿易振興、海洋文化拠点づくり事業、高規格自動
車道の整備促進、地域関連開発事業促進、まつり・イベント支援、産
業振興・地方創生部庶務、清水港利用促進協会関連、原産地証明、
清水港フラワーフェスタ

港湾・交通運輸部会、地域活性化委員
会、中部横断自動車道建設促進委員
会、海洋文化拠点づくり推進特別委員
会、静岡国際貿易経済協議会、静岡日
韓親善協会、清水みなと祭り総務委員
会財務部会、清水港フラワーフェスタ実
行委員会、中部横断自動車道経済懇
談会、静岡伝統芸能振興会、魅力ある
清水を創る会、海のみらい静岡友の会

清水産業情報プラザ指定管理、創業個別相談会、創業支援セミナー、
創業者育成室入居者交流会、創業者フェア、現場改善支援事業、創
業者育成室入居審査会

静岡市産業支援施設運営委員会（副）

新産業振興、新技術・新事業開発、マッチング支援、産学官・企業間
連携、駿河湾地域事業化プロジェクト、産学官交流会、コトづくり研究
会、大規模工場長との交流会、駿河ものづくり・伝統産業フェア

製造業部会、新産業開発振興機構

経理事務、予算・決算書作成、資金運用、給与計算、補助金申請、備
品・消耗品の管理、外郭団体経理事務、労働保険（届出・申告・保険
料徴収・事業所管理）、静岡事務所会館立替の検討

金融部会、労働保険事務組合、静岡県
労働保険事務組合連合会静岡地区協
議会

会員管理（入退会・会費請求）、会員増強、特商管理、検定事業・共
済事業、会員サービス事業、会員サロン、検定対策講習会、おもてなし
規格認証事業（審査）、健康経営の推進

卸商業部会、会員サービス委員会、日
本珠算連盟静岡支部

情報文化部会、総合政策委員会、SS
シティー構想推進協議会

部　署

総務部

中小企業
相談所

産業振興・
地方創生部

総務係

企画広報室

経理係

金融労働係

観光地域づくり事業、歴史文化まちづくり事業、「余ハ此処ニ居ル」プ
ロジェクト、おもてなし規格認証事業（普及ＰＲ）、今川義元公生誕500
年祭、NPO徳川みらい学会への協力、静岡市公衆無線LAN事業

観光飲食部会、静岡市フィルムサポータ
ーズ運営協議会、駿府城を愛する会、全
国家康公ネットワーク、聖一国師顕彰会

観光・
サービス係

商業・商店街振興、見本市・展示会の支援、商工振興委員管理、容
器包装リサイクル、公害被害補償制度、指導員研修管理、小規模補
助金申請、プラザ・B-nest一括管理、中小企業相談所庶務、駿府秋
のわくわく祭、通行量来街者調査、静岡市中心市街地活性化協議
会、プレミアムフライデー推進

小売商業部会（主）、静岡市産業支援
施設運営委員会（主）、青年部（副）、女
性会（主）、静岡大型店スーパーマーケ
ット連絡会、静岡まつり・駿府踟合同財
務委員会

商工振興係

経営改善普及事業全般、商業・商店街振興、まちづくり支援、I love
しずおか協議会関連、ストリートWi-Fi・ポータルサイト運営協力

　七間町出張所

運営管理係

清水事務所庶務、会館管理、経理処理全般、会員サービス課業務
（共済、検定等）

　清水統括係

産業振興係

新産業係

マーケティング
支援室

総務企画課

新産業課

総務企画課

会員
サービス課

経理課

産業振興課

地域企業人材確保支援、新規学卒者就職支援、U・I・Jターン促進支
援、雇用の維持・安定化支援、就活サポートシステムの普及、市内高校
同窓会就職支援情報誌発行、リクルートカフェ、企業合同インターンシ
ップ、高校生ジュニアインターンシップ、女子学生交流会、保護者向け
説明会、就活よろずサポーター事業（企業カルテの収集、情報配信）、
合同新入社員研修、社会人メンター登録募集、メンターカフェイベント

静岡県地域ジョブ・カードセンター、静岡
県プロフェッショナル人材戦略拠点、し
ずおか産学就職連絡会就職支援課

静岡支所
経営支援課

静岡支所
観光・
サービス課

静岡支所
商工振興課

商業・商店街振興、商工振興委員、容器包装リサイクル、公害被害補
償制度、清水七夕まつり、灯ろうまつり、通行量来街者調査、静岡市
中心市街地活性化協議会、まちゼミ

小売商業部会（副）、青年部（主）、女性
会（副）、静岡市清水商店街連盟、清水
七夕まつり実行委員会、清水灯ろうまつ
り実行委員会

経営相談、マル経資金、創業支援・経営革新支援、販路開拓・拡大
支援、６次産業化推進、事業承継支援、労働保険（窓口相談）、経営
安定特別相談室、小規模企業共済、経営セーフティー、ＰＬ保険、調
査事業（景況、ＬＯＢO）、中小企業相談所清水支所庶務、動く経営相
談会、創業ステップアップ講座、静岡経営塾、しずおか農商工連携交
流会、Ｂｉｚサポ発行

生活関連サービス部会、食文化みらい
創造推進特別委員会、異業種企業交
流会、静清工業用水道協力会

中小企業
相談所 地域振興係

地域企業人材確保支援、新規学卒者就職支援、U・I・Jターン促進支
援、雇用の維持・安定化支援、調査事業(雇用・採用状況)、就活サポ
ートシステムの普及、市内高校同窓会情報誌発行、就活よろずサポー
ター事業（企業カルテの収集、情報配信）、合同新入社員研修

　

雇用対策係

経営支援係

清水支所
経営支援課

清水支所
雇用対策課

主な業務内容 所管団体等

部　署 主な業務内容 所管団体等

会員
サービス係

総務企画課・経理課 TEL253-5111　会員サービス課 TEL253-5112
中小企業相談所 TEL253-5113



2/7
～9・当会議所ブースでの試食・商談風景

・来場者に積極的な声掛けをする出展者ら

写
真
で
見
る
静
岡
商
工
会
議
所
の
動
き

　

観
光・飲
食
部
会
の「
余
ハ
此
處

ニ
居
ル
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、２
月

７
日
〜
９
日
の
３
日
間
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た「
ｆｅｅ
ｌ

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
春
２
０
１
８
」へ
お

茶・わ
さ
び
な
ど
静
岡
産
の
食
材
を

使
っ
た
商
品
を
出
展
し
ま
し
た
。３

日
間
で
約
２
万
７
千
人
の
バ
イ
ヤ
ー

等
の
来
場
者
が
あ
り
、名
刺
交
換
や

商
談
を
行
う
等
、ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

を
伺
う
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ｆｅｅ
ｌ
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
春

２
０
１
８
へ
出
展

2/20・ケーキバイキングで先輩社会人との
　交流を深める参加者ら

　

市
内
ホ
テ
ル
で「
第
２
回
通
常
会

員
総
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。当
日

の
議
題
は
す
べ
て
可
決
さ
れ
、来
年

度
の
佐
藤
信
行
会
長
予
定
者（
㈱

七
丈
設
計
代
表
取
締
役
）を
は
じ

め
と
し
た
新
役
員
に
バ
ト
ン
が
受
け

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
新
ス
ロ
ー
ガ
ン「
私
の

チ
カ
ラ
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
チ
カ
ラ
、静
岡
の

チ
カ
ラ
〜
誇
り
を
も
っ
て
行
動
し
、

地
域
を
輝
か
せ
よ
う
！
〜
」の
も
と

新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

青
年
部
通
常
会
員
総
会

　

女
子
学
生
26
名
・
市
内
企
業

11
社
が
参
加
し
、女
性
先
輩
社
会

人
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
交

流
会
を
行
い
ま
し
た
。女
子
学
生
に

限
定
し
た
こ
と
に
よ
り
女
性
な
ら

で
は
の
テ
ー
マ
や
関
心
事
に
絞
れ
た

こ
と
で
相
互
理
解
が
深
ま
り
、双

方
の
満
足
度
が
高
い
セ
ミ
ナ
ー
に
な

り
ま
し
た
。最
後
は
ケ
ー
キ
バ
イ
キ

ン
グ
を
取
り
な
が
ら
、女
性
先
輩
社

会
人
と
の
さ
ら
な
る
懇
談・交
流
を

行
い
ま
し
た
。

女
子
学
生
の
た
め
の

「
静
岡
で
は
た
ら
く

魅
力
発
見
セ
ミ
ナ
ー
」

　

食
品
製
造
の
13
事
業
者
が
当
会

議
所
の
販
路
開
拓
支
援
フ
ル
サ
ポ

ー
ト
事
業
の
一
環
と
し
て
、幕
張
メ

ッ
セ
で
開
催
さ
れ
た「
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
２
０
１
８
」

に
お
茶
・み
か
ん
等
を
使
っ
て
開
発

し
た
お
菓
子
や
飲
み
物
な
ど
の
食

品
を
出
展
し
ま
し
た
。３
日
間
で

約
９
万
人
の
バ
イ
ヤ
ー
や
販
売
店

等
の
来
場
者
が
あ
り
、活
発
な
名

刺
交
換・商
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
２
０
１
８

・議事を進める山﨑会長
2/22

2/14
～16

・定時退社協力をPRする酒井会頭

　

月
末
金
曜
日
は
、暮
ら
し
の
充
実

を
図
り
、就
業
時
間
後
は
豊
か
な
時

間
を
過
ご
す
こ
と
を
目
的
に
始
ま
っ

た「
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー
」は
、

２
月
で
１
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

２
月
の
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー

は
２
月
23
日（
金
）〝
富
士
山
の
日
〞

で
あ
る
こ
と
か
ら『
２
．23
日
本
一
の

定
時
退
社
大
作
戦
！
』と
銘
打
ち
、

Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
北
口
コ
ン
コ
ー
ス
に
て

通
勤
途
中
の
社
会
人
に「
定
時
退

茶
飴
」と
名
付
け
た
茶
飴
を
配
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

・ 日
本
一
の
定
時
退
社
大
作
戦
！

Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

2/23



　

静
岡
市
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る「
第
62
回
静
岡
ま
つ
り（
３
月
30
日
㈮
〜
４
月
１
日
㈰
）」と「
平
成
30
年
静
岡
浅
間
神
社
廿
日
会
祭（
４
月
１
日

㈰
〜
５
日
㈭
）」への
協
賛
金
の
ご
協
力
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ご
協
力
い
た
だ
い
た
企
業・団
体
の
皆
様
は
左
記
の
通
り
で
す
。

静
岡
ま
つ
り・廿
日
会
祭
ご
協
賛
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

は

つ

か

え

さ

い

あ
い
ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ

㈱
ア
イ
ワ
不
動
産
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

㈲
葵
煎
餅
本
家

㈱
青
山
工
務
店

赤
帽
静
岡
県
軽
自
動
車
運
送
協
同
組
合

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
静
岡
支
社

旭
産
業
㈱

ア
ス
テ
ィ
静
岡

㈲
飯
塚
印
刷

㈱
石
川
四
方
蔵
商
店

㈱
市
川
園

市
川
土
木
㈱

㈱
伊
伝

㈱
稲
葉
商
店　

稲
森
パ
ー
キ
ン
グ

イ
ン
テ
リ
ア
の
ス
ミ

㈱
宇
式
通
信
シ
ス
テ
ム

㈱
ウ
ッ
デ
ィ
ジ
ョ
ー

㈱
ヴ
ィ
ノ
ス
や
ま
ざ
き

駅
前
松
乃
鮨

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
㈱
静
岡
支
店

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
静
岡
支
店

Ｎ
Ｄ
Ｓ
㈱
静
岡
支
店

㈱
エ
ヌ･

ビ
ー
中
根
屋

㈱
大
村
洋
品
店

オ
フ
ィ
ス
Ｋ
Ｏ
Ｅ
㈲
声

㈱
小
柳
津
清
一
商
店
雅
正
庵

河
辺
商
事
㈱

㈱
岳
南
木
工
商
会

木
内
建
設
㈱

起
立
木
工
㈱

久
保
田
建
装
㈱

㈱
小
糸
製
作
所 

㈱
小
島
康
平
商
店

㈱
小
山
園
茶
舗

コ
ロ
ナ
工
業
㈱

㈲
近
藤
リ
ー
ス

㈱
薩
川
組

三
興
商
事
㈱

㈱
サ
ン
タ
モ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

㈱
静
岡
朝
日
テ
レ
ビ

静
岡
英
文
印
刷
㈱

静
岡
駅
ビ
ル
パ
ル
シ
ェ

静
岡
ガ
ス
㈱

㈱
静
岡
銀
行

（
一
財
）静
岡
経
済
研
究
所

（
一
財
）静
岡
建
設
業
協
会

（
公
社
）静
岡
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

（
商
振
）静
岡
紺
屋
町
名
店
街

㈱
静
岡
コ
ピ
ー
セ
ン
タ
ー

静
岡
市
商
店
会
連
盟

静
岡
市
水
産
物
商
業
協
同
組
合

静
岡
市
農
業
協
同
組
合

静
岡
商
工
会
議
所

静
岡
新
聞
社
・
静
岡
放
送

し
ず
お
か
信
用
金
庫

静
岡
青
果
物
商
業
協
同
組
合

㈱
静
岡
第
一
テ
レ
ビ

㈱
静
岡
中
央
銀
行
静
岡
支
店

静
岡
中
央
タ
ク
シ
ー
㈱

静
岡
鉄
道
㈱

静
岡
東
海
証
券
㈱

静
岡
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱

静
岡
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
㈱

静
岡
の
ぞ
み
法
律
特
許
事
務
所

静
岡
ビ
ル
保
善
㈱

㈱
静
岡
リ
ビ
ン
グ
新
聞
社

静
銀
テ
ィ
ー
エ
ム
証
券
㈱

静
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
㈱

静
鉄
建
設
㈱

㈱
静
鉄
ス
ト
ア

静
鉄
タ
ク
シ
ー
㈱

㈱
シ
ズ
デ
ン

（
商
振
）七
間
町
名
店
街

司
法
書
士
下
田
代
博
之
事
務
所

司
法
書
士
法
人
フ
ジ
ワ
ラ

清
水
エ
ル・エ
ヌ・
ジ
ー
㈱

㈱
清
水
銀
行 

㈱
シ
ャ
ン
ソ
ン
化
粧
品

㈱
正
悦

松
柏
堂
本
店

新
生
自
動
車
販
売
㈱

㈲
寿
し
幸

㈱
鈴
木
塗
装
工
務
店

鈴
与
㈱

ス
タ
ー
精
密
㈱

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ａ
シ
ラ
ト
リ

ス
ル
ガ
銀
行
㈱

駿
府
楽
市

靜
甲
㈱

せ
い
さ
工
材
㈱

静
清
信
用
金
庫

清
和
海
運
㈱

㈲
関
川
商
会

第
一
建
設
㈱

大
日
三
協
㈱

㈱
大
丸
松
坂
屋
百
貨
店
松
坂
屋
静
岡
店

大
和
証
券
㈱
静
岡
支
店

大
和
製
罐
㈱
清
水
工
場

田
中
産
商
グ
ル
ー
プ

㈱
田
中
忠
雄
建
築
設
計
事
務
所

㈱
田
丸
屋
本
店

㈱
タ
ミ
ヤ

お
べ
ん
と
う
の
竹
酔

茶
町
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｒ
Ｏ

中
央
静
岡
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱

中
央
精
工
㈱

中
部
電
力
㈱
静
岡
営
業
所

㈱
テ
レ
ビ
静
岡

㈱
Ｄ
Ｒ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
第
一
倉
庫
㈱

㈱
電
通
東
日
本
静
岡
支
社

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
グ
ル
ー
プ

㈱
東
海
軒

東
海
澱
粉
㈱

東
海
木
材
㈱

東
光
ガ
ー
ド
㈱

㈱
巴
川
製
紙
所
静
岡
事
業
所

㈱
ト
ミ
ヤ
コ
ー
ヒ
ー

ト
ヨ
タ
エ
ル
ア
ン
ド
エ
フ
静
岡
㈱

ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
静
岡
㈱

ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
東
海
㈱

中
島
屋
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

永
田
部
品
製
造
㈱

ナ
ガ
ハ
シ
印
刷
㈱

夏
目
電
気
工
業
㈱

日
興
美
術
㈱

日
本
平
ホ
テ
ル

日
本
通
運
㈱
静
岡
支
店

日
東
富
士
製
粉
㈱
静
岡
工
場

野
村
證
券
㈱
静
岡
支
店

は
ご
ろ
も
フ
ー
ズ
㈱

㈱
長
谷
川
電
機

㈱
濱
村
屋

㈽
針
谷
建
築
事
務
所

平
井
工
業
㈱

㈱
ピ
ー
エ
ー
シ
ー

徳
川
慶
喜
公
屋
敷
跡
浮
月
楼

藤
田
電
気
㈱

不
二
木
材
工
業
㈱
静
岡
営
業
所

フ
ー
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
マ
ム

㈱
フ
タ
バ
コ
ー
ケ
ン

㈱
フ
ロ
ー
ラ
４
５
小
林
岩
夫
生
花
店

平
和
み
ら
い
㈱

ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
静
岡

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
静
岡

㈱
松
岡
カ
ッ
タ
ー
製
作
所

松
崎
化
成
㈱

松
林
工
業
薬
品
㈱

丸
徳
商
事
㈲

丸
山
販
売
㈱

㈱
水
上
房
吉
商
店

医
療
法
人
社
団
リ
ラ
溝
口
病
院

三
井
住
友
建
設
㈱
静
岡
支
店

㈱
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
静
岡
支
店

宮
澤
電
池
産
業
㈱

㈱
村
上
開
明
堂

学
生
服
の
や
ま
だ

㈱
や
ま
だ
い
ち

大
和
タ
ク
シ
ー
㈱

㈱
大
和
屋

矢
崎
化
工
㈱

㈱
友
成
機
工

理
研
軽
金
属
工
業
㈱

菱
和
設
備
㈱

和
信
化
学
工
業
㈱

（
五
十
音
順
）



問合せ：静岡商工会議所 観光・サービス課  電話０５４‐２５３‐５１１３

　

今
川
義
元
公
生
誕
五
百
年
祭
推
進

委
員
会（
委
員
長
：
小
和
田
哲
男
静
岡

大
学
名
誉
教
授
、事
務
局
：
静
岡
商
工

会
議
所
）は
、２
０
１
９
年
の
今
川
義

元
公
生
誕
五
百
年
祭
に
む
け
て
、さ
ま

ざ
ま
な
記
念
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

駿
府
、現
在
の
静
岡
市
は
、義
元
公

を
中
心
と
し
た「
今
川
時
代
」、家
康
公

の「
大
御
所
時
代
」に
繁
栄
し
ま
し
た
。

今
川
文
化
が
花
開
い
て
い
た
時
代
に
、駿

府
で
教
育
を
受
け
元
服
し
た
家
康
公

が
、後
に
駿
府
を
首
都
機
能
を
担
う
国

際
都
市
に
創
り
あ
げ
た
こ
と
は
、「
今
川

か
ら
徳
川
」への
流
れ
で
す
。

　

さ
ら
に
、そ
の
流
れ
は
現
代
の
静
岡

市
に
続
い
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、原
点
と

な
っ
た「
今
川
時
代
」を
振
り
返
り
、義

元
公
の
功
績
を
再
評
価
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
こ
の
街
に
対
す
る
愛
着
と
誇
り

を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

記
念
事
業
に
先
が
け
て
、２
０
１
７

年
５
月
19
日
の
義
元
公
命
日
忌
法
要
日

に
今
川
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
臨
済
寺

で
、小
和
田
哲
男
静
岡
大
学
名
誉
教

授
、酒
井
公
夫
静
岡
商
工
会
議
所
会

頭
、田
辺
信
宏
静
岡
市
長
、阿
部
宗
徹

臨
済
寺
住
職
に
よ
る「
今
川
復
権
宣

言
！
」を
行
い
ま
し
た
。

　

７
月
19
日
に
は
中
島
屋
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
で「
今
川
義
元
公
生
誕
五
百
年
祭

推
進
委
員
会
設
立
総
会
」を
開
催
し
、

静
岡
商
工
会
議
所
、静
岡
市
、静
岡
市

美
術
館
、す
る
が
企
画
観
光
局
、徳
川

み
ら
い
学
会
、Ｉ
Ｌｏｖｅ
し
ず
お
か
協
議

会
、人
の
集
ま
る
街
づ
く
り
市
民
会
議
、

駿
府
ウ
エ
イ
ブ
、安
東
地
区
自
治
会
連

合
会
、静
岡
浅
間
通
り
商
店
街
振
興
組

合
、今
川
さ
ん
製
作
委
員
会
で
組
織
す

る
推
進
委
員
会
を
設
立
。

　

ま
た
、静
岡
商
工
会
議
所
と
し
て
、臨

済
寺
に
再
建
す
る「
今
川
霊
廟
」に
係

わ
る
募
金
を
募
り
、２
０
１
８
年
２
月

15
日
、臨
済
寺
で
酒
井
会
頭
が
阿
部
住

職
に
５
０
０
万
円
を
寄
付
。

　

３
月
20
日
に
は
、ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
決

定
。群
青
の
地
に
金
の
旗
印｢

赤
鳥｣

と

「
２
０
１
９
今
川
義
元
公
生
誕
五
百
年

祭
」の
文
字
を
合
わ
せ
た
も
の
。

　
「
赤
鳥
」す
な
わ
ち
女
性
の
道
具
で

あ
る
垢
取
を
旗
印
と
し
た
経
緯
は
、今

川
氏
の
初
代
の
範
国
が「
赤
鳥
」を
旗

印
に
美
濃
青
野
原
の
戦
い
に
勝
利
し
た

後
、静
岡
浅
間
神
社
に
参
拝
し
た
と
こ

ろ
、坐
女
が「
浅
間
社
の
神
が
赤
鳥
を
お

前
に
与
え
た
の
で
、戦
い
に
勝
ち
、こ
の

国
を
得
た
」と
い
う
神
の
託
宣
を
伝
え

た
か
ら
、と
範
国
の
次
男・了
俊
が
書
き

残
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
の
記
念
事
業
と
し
て
は
、

５
月
19
日
の
義
元
公
命
日
に
臨
済
寺
で

「
霊
廟
落
慶
法
要
」「
特
別
拝
観
」を
行

う
ほ
か
、次
の
事
業
を
予
定
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
駿
府
城
公
園

で
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
で「
駿
府
と
今
川

氏
」を
Ｐ
Ｒ
。年
４
回
の「
今
川
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
」。旧
青
葉
小
学
校
跡
地
で

の「
今
川
氏
特
別
企
画
展
」。地
元
静
岡

の「
今
川
関
連
史
跡
の
ウ
ォ
ー
ク
企
画
」。

「
今
川
氏
に
関
わ
る
歴
史
講
演
会
」。演

劇「
今
川
物
語
ゼ
ロ
」。

　

静
岡
商
工
会
議
所
で
は
、広
報
誌
で

過
去
に
連
載
し
た
小
和
田
哲
男
氏
執

筆「
駿
府
と
今
川
氏
」に
加
筆
し
た
冊

子
を
発
行
す
る
と
と
も
に
、漫
画「
今

川
義
元
公
入
門
講
座
」を
１
年
間
、広

報
誌
に
連
載
後
、冊
子
と
し
て
配
布
し

ま
す
。

義
元
公
を
再
評
価
し
、

市
民
の
誇
り
を
醸
成

今
川
復
権
宣
言
と

推
進
委
員
会
設
立

旗
印
「
赤
鳥
」
を
使
っ
た

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
決
定

講
演
、
展
示
、ウ
ォ
ー
ク
、

演
劇
、
漫
画
で
Ｐ
Ｒ

阿部住職に目録を手渡す酒井会頭今川義元公像

今川義元公生誕五百年祭にむけて



Q
今い

ま

川が
わ

義よ
し

元も
と

っ
て
知し

っ
て
い
ま
す
か
？

誰だ
れ

そ
れ
？

知し

っ
て
る
ー

織お

田だ

信の
ぶ

長な
が

に
負ま

け
た

公く

家げ

み
た
い
な

人ひ
と

で
し
ょ
？

そ
ん
な
認に
ん

識し
き

し
か
な
い
と
は

情な
さ

け
な
い
…

真し
ん

の
今い

ま

川が
わ

義よ
し

元も
と

に
つ
い
て

オ
レ
が
み
っ
ち
り

教お
し

え
て
や
る
ぞ
っ
！え

っ
ご
本ほ
ん

人に
ん

？

今い
ま

川が
わ

義よ
し

元も
と

は
、織お

田だ

信の
ぶ

長な
が

よ
り
弱よ

わ

か
っ
た
？

桶お
け

狭は
ざ

間ま

の
合か
っ

戦せ
ん

は

織お

田だ

の
勝
し
ょ
う

利り

に
終お

わ
っ
た
が

そ
れ
以い

前ぜ
ん

を
見み

る
と

今い
ま

川が
わ

の
力ち
か
ら
は
圧あ
っ

倒と
う

的て
き

だ
っ
た
。

義よ
し

元も
と

は
信の

ぶ

長な
が

の
父ち

ち

と
も
戦た

た
か
い

三み

河か
わ

を
勝か

ち
取と

っ
て
い
る
。

若わ
か

き
日ひ

の
信の

ぶ

長な
が

に
と
っ
て

今い
ま

川が
わ

義よ
し

元も
と

は
強
き
ょ
う

敵て
き

で
あ
る
と

同ど
う

時じ

に
支し

配は
い

者し
ゃ

と
し
て
の

手て

本ほ
ん

だ
っ
た
の
だ
っ
！

そ
し
て

そ
ん
な
強つ

よ

さ
を
あ
ら
わ
す

オ
レ
の
呼よ

び
名な

が
コ
レ
だ
っ
！

※
東と

う

海か
い

道ど
う

で
一い

ち

番ば
ん

力ち
か
ら

の
あ
る
大だ

い

名み
ょ
う

と
い
う
意い

味み

。

当と
う

時じ

の
東と

う

海か
い

道ど
う

は

畿き

内な
い

と
東と

う

国ご
く

を
結む

す

ぶ
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
地ち

域い
き

だ
っ
た
。

歴れ
き

史し

上じ
ょ
う

、
こ
う
呼よ

ば
れ
た
の
は

今い
ま

川が
わ

義よ
し

元も
と

と
徳と

く

川が
わ

家い
え

康や
す

の
二ふ

た
り人
。

次じ

号ご
う

か
ら
は
、

オ
レ
こ
と
今い
ま

川が
わ

義よ
し

元も
と

の

人じ
ん

生せ
い

を
追お

っ
て
そ
の
凄す
ご

さ
に

迫せ
ま

っ
て
い
く
ぞ
っ
！

1560年
ねん

頃
ごろ

の勢
せい

力
りょく

図
ず

今
いま

川
がわ

領
りょう

…駿
す る が

河・遠
とおとうみ

江・三
み

河
かわ

織
お

田
だ

領
りょう

…尾
お わ り

張

海
か い

道
ど う

一
い ち

の弓
ゆ み

取
と

り※

「今川さん」
静岡のご当地キャラ。今川義元公が静岡
のプラモデル技術で現代に蘇った姿。



企業からの注文が多く、
電話や店での接客が重要

「花のナカムラ」外観

企業のお祝いに贈る「胡蝶蘭」

　
「
ジ
ョ
ブ・カ
ー
ド
制
度
」は
、パ
ー
ト・

ア
ル
バ
イ
ト
等
の
非
正
規
労
働
者
に
、

実
践
的
な
職
業
訓
練
の
機
会
を
提
供

し
て
、正
規
雇
用
へ
の
転
換
や
処
遇
を

改
善
す
る
な
ど
、人
材
育
成
に
積
極

的
に
取
り
組
む
企
業
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
国
の
制
度
で
す
。

　

平
成
30
年
４
月
よ
り
、雇
用
型
訓

練
関
係
助
成
金
が
一
部
変
更
と
な
り

ま
す
。

　

人
材
育
成
コ
ー
ス(

有
期
実
習
型

訓
練
）は
、キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
制

度
か
ら
、人
材
開
発
支
援
助
成
金
制

度
の
特
別
育
成
訓
練
コ
ー
ス
へ
変
更
。

　

正
社
員
化
コ
ー
ス
は
、キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
助
成
金
制
度
に
含
ま
れ
ま
す
。

　

各
々
制
度
の
要
件
が
変
更
と
な
り

ま
す
の
で
、詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
当

方
に
お
問
合
せ
願
い
ま
す
。

実
践
的
な
職
業
訓
練
を
支
援

㈲花のナカムラ
専務取締役

中村 聡 さん
電話 ０54-３５１‐１１８７
http://www.1187net.co.jp/

わたしの
商工会議所

「
ジ
ョ
ブ・カ
ー
ド
制
度
」

静
岡
商
工
会
議
所
を
上
手
に
利
用
さ
れ
て
い
る
会
員
の
皆
様
か
ら
、

会
議
所
活
用
法
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。

す
い
よ
う
、様
々
な
支
払
方
法
に
対
応

し
て
い
ま
す
。

　

新
入
社
員
の
教
育
に
、国
の
助
成
金

が
出
る「
ジ
ョ
ブ・カ
ー
ド
制
度
」を
活
用

で
き
る
こ
と
を
、商
工
会
議
所
の
広
報

誌
で
知
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
６
年
５
月
〜
９
月
、「
フ
ラ

ワ
ー
装
飾
士
育
成
コ
ー
ス
」と
し
て
実
習

３
６
０
時
間
、座
学
１
５
０
時
間
の
訓
練

を
役
員
４
名
が
役
割
分
担
し
て
実
施
。

訓
練
内
容
が
錯
綜
し
な
い
よ
う
、事
前

に
当
店
が
蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
整
理

し
、テ
キ
ス
ト
化
し
ま
し
た
。

　

当
店
は
、企
業
の
お
客
様
か
ら
の
注

文
が
多
い
の
で
、実
習
で
は
電
話
や
店
で

の
接
客
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。座
学
で

は
、接
客
に
厚
み
が
出
る
よ
う
、花
の
歴

史
と
文
化
、月
々
の
花
に
つ
い
て
学
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
は
２
名
が
入
社
す
る
の

で
、４
月
〜
９
月
に
有
期
実
習
型
訓
練

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

際
に
、花
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
る
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
企
業
へ
の
ギ
フ
ト
と
し
て「
胡
蝶

蘭
」を
お
す
す
め
し
、店
の
前
面
に
並
べ

て
夜
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
、お
客
様
に
見

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、企
業
か
ら
の
注

文
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

当
店
は「
花
の
コ
ン
シ
ェル
ジ
ュ
」と
し

て
、お
客
様
の
ご
要
望
を
詳
し
く
う
か

が
い
、最
適
な
花
を
セ
ン
ス
良
く
ア
レ
ン

ジ
し
、花
の
扱
い
に
馴
れ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ

が
直
接
、贈
り
先
に
お
届
け
し
ま
す
。

お
届
け
し
た
花
の
写
真
は
、お
客
様
に

メ
ー
ル
で
送
り
、ご
確
認
い
た
だ
き
ま

す
。ま
た
、企
業
の
お
客
様
が
利
用
し
や

　

当
店
は
１
９
６
３
年
、清
水
港
に
近
い

万
世
橋
の
近
く
で
創
業
し
ま
し
た
。当

時
は
、港
湾
関
連
企
業
が
女
子
社
員
の

「
い
け
ば
な
ク
ラ
ブ
」の
活
動
を
積
極
的

に
支
援
し
て
い
て
、四
季
折
々
の
い
け
ば

な
素
材
を
企
業
に
お
届
け
す
る
仕
事
が

主
体
で
し
た
。

　

そ
の
後
、時
代
の
変
化
と
と
も
に
、当

店
も
、ウ
ェデ
ィ
ン
グ
、誕
生
日
、プ
チ
ギ
フ

ト
、葬
儀
な
ど
、個
人
の
お
客
様
の
幅
広

い
需
要
に
対
応
。

　
一
方
、「
い
け
ば
な
ク
ラ
ブ
」当
時
の
企

業
と
の
縁
を
大
切
に
育
て
て
、企
業
の

大
切
な
取
引
先
が
、開
店
、新
事
務
所

開
設
、社
長
就
任
等
の
節
目
を
迎
え
る

左から、内田哲文、長房徳正、
青木由美子、青野真喜美

わたしの
商工会議所

活 用 法

静岡県地域ジョブ・カードセンター

私たちがお手伝いします ！



従業員から、上司によるパワーハラスメント被害の申出
がありました。対処するにあたり、パワハラか否か、何を
以って判断したらよいのでしょうか？

職場における
パワハラの
防止

　

ご
質
問
に
あ
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
、ど

こ
の
企
業
で
も
起
こ
り
得
る
も
の
だ
と

考
え
ま
す
。

　

な
ぜ
な
ら
、上
司（
管
理
職
）の
最
大
の

任
務
は
、部
下
の
指
導
育
成
で
あ
り
、時

に
は
部
下
に
対
し
て
厳
し
い
こ
と
も
言

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い〝
憎
ま
れ
役
〞を

担
う
大
変
な
立
場
で
あ
る
か
ら
で
す
。

　

上
司
に
も
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
が
あ
る

た
め
、指
導
方
法
も
様
々
で
、嫌
が
ら
せ

に
よ
る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
以
下
、

「
パ
ワ
ハ
ラ
」）に
該
当
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
れ
ば
、部
下
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え

た
熱
い
指
導
の
結
果
、意
に
反
し
て
パ
ワ

ハ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、パ
ワ
ハ
ラ
と
言
わ
れ

る
こ
と
を
恐
れ
る
あ
ま
り
、上
司
が
適

正
な
部
下
指
導
を
行
う
こ
と
が
出
来

な
い
環
境
に
な
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
事
態
を
生
じ
な
い
た
め

に
も
、パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て
労
使
の
正
し
い

理
解
が
必
要
で
す
。

　

以
下
、パ
ワ
ハ
ラ
に
つい
て
簡
単
に
ま
と

め
て
み
ま
し
た
。

職
場
に
お
け
る

パ
ワ
ハ
ラ
と
は
何
か

　

厚
生
労
働
省
は
職
場
に
お
け
る
パ
ワ

ハ
ラ
に
つ
い
て
、「
同
じ
職
場
で
働
く
者
に

対
策
：

研
修
、防
止
宣
言
、防
止
規
程

の
制
定
、相
談
窓
口
の
開
設

　

パ
ワ
ハ
ラ
へ
の
正
し
い
理
解
や
意
識
啓

発
に
向
け
た
、次
の
よ
う
な
取
組
が
効

果
的
で
す
。

①
管
理
職
研
修
や
従
業
員
研
修
の
実

施
、②
ト
ッ
プ
に
よ
る〝
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
宣
言
〞、③
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
規
程

の
制
定
、④
相
談
窓
口
の
開
設
、等
。

　

な
お
、詳
細
は
厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
あ
か
る
い
職
場
応
援
団
」を
ご
参
照
下

さ
い
。

http://no-paw
ahara.m

hlw
.go.jp

※

静
岡
商
工
会
議
所
で
は
、社
会
保
険
労

務
士
に
よ
る
労
務
相
談（
無
料
）に
応
じ
て
い

ま
す
。静
岡
支
所（
電
話
０
５
４‐

２
５
３‐

５

１
１
３
）、清
水
支
所（
電
話
０
５
４‐

３
５
３‐

３
４
０
１
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

判
断
基
準
：

業
務
の
適
正
な
範
囲
を
超
え
て

い
る
か
否
か

　

パ
ワ
ハ
ラ
か
否
か
は
、上
司
の
行
為
が

「
業
務
の
適
正
な
範
囲
を
超
え
て
」い
た

か
否
か
、具
体
的
に
は
、事
実
関
係
の
存

否
、行
為
の
目
的
、行
為
の
態
様
、程
度
、

当
該
行
為
に
よ
っ
て
相
手
が
精
神
的・肉

体
的
苦
痛
を
受
け
た
か
等
、総
合
的
な

観
点
か
ら
前
記
６
類
型
に
照
ら
し
て
判

断
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、指
導
の
目
的
が
業
務
上
の

適
正
な
範
囲
を
超
え
た
も
の
は
勿
論
、

適
正
な
範
囲
内
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、そ

の
行
為
の
態
様
が
暴
力
を
伴
う
も
の
で

あ
っ
た
り
、口
頭
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て

も
言
葉
が
暴
力
的
で
あ
っ
た
り
し
た
場

合
は
、パ
ワ
ハ
ラ
に
該
当
す
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

）
清
水
支
所（
電
話

３
４
０
１
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

的・肉
的
な

て
判

上
の論

、
、そ

の
で

っ
て

た
場

う
こ

パワハラについて
労使の正しい理解
が必要
指導が適正な範囲
でも言葉が暴力的
ならパワハラ

誌上
経営
相談

特定社会保険労務士
静岡商工会議所　専門指導員
前澤労務管理事務所

前澤光則 さん

回　答

対
し
て
、職
務
上
の
地
位
や
人
間
関
係

な
ど
の
職
場
内
の
優
位
性
を
背
景
に
、

業
務
の
適
正
な
範
囲
を
超
え
て
、精
神

的・身
体
的
苦
痛
を
与
え
る
又
は
職
場

環
境
を
悪
化
さ
せ
る
行
為
」（「
あ
か
る

い
職
場
応
援
団
」）と
定
義
し
、具
体
的

に
①
精
神
的
な
攻
撃
、②
身
体
的
な
攻

撃
、③
過
大
な
要
求
、④
過
小
な
要
求
、

⑤
人
間
関
係
か
ら
の
切
り
離
し
、⑥
個

の
侵
害
等
に
類
型
化
し
て
い
ま
す
。



弥生各種セミナー開催情報

 ☝上記セミナーお申し込み先☝
当事務所HPにあるお申し込みフォーム（各ページ）又はお電話、FAXにてお申し込みください。 

 ☝上記ご相談に関しましては☝
お電話にてご連絡ください。

弥生無料体験セミナー 弥生会計便利活用セミナー
経営に関するお困りごと、ご相談ください！

◆弥生無料体験セミナーや経営計画作成教室も行っています。詳しい日程等は当事務所HPを御確認下さい◆

WEB：http://www.tax.io/ 又は 原耕司税理士事務所 検 索
↑↑

原耕司税理士事務所原耕司税理士事務所原耕司税理士事務所
〒421-1213  静岡市葵区山崎2丁目35-33  TEL：054-277-2525  MAIL：info.haratax@gmail.com

当事務所は
『経営革新等支援機関』です！

・そもそも、軽減税率って？
・どんな事業者が影響する？
・当社は本当に関係ないの？
・請求書やレシートの新しい記載ルールは？
・レジ交換って費用がかかりそう・・・
・レジ交換や導入に補助金があるって聞いたけど？
疑問や不明点を、税理士がわかりやすく解説致します。

【日時】平成30年 4月3日(火)
　　　　　※各回ともセミナー内容は同じになります。
【時間】各回とも14：30～16：00(90分）
【料金】3,240円(税込）
　　　　　※過去に当事務所開催セミナー受講された方（弥生セミナー含む）は無料ご招待
【定員】各日4名　【会場】原耕司税理士事務所 １Fセミナールーム
【お申込方法】当事務所HP上のお申込みフォーム又は

お電話にてお申し込み下さい。

2年後の平成31年（2019年）10月1日、消費税10％への引き上げと一緒に始まります！

弥生各製品ご購入前の方に、実際にソフトを
体験して頂けるセミナーです。

弥生会計をお使いの方に、”時短経理”に繋
がる便利機能をご紹介するセミナーです。

当事務所では、税務申告や会計監査はもちろん、お客
様に合ったご相談ごとにも対応いたします。

【開催日】2018年4月4日（水）
13:30～15:00 弥生会計／15:15～16:45 弥生販売
【参加料】無料　【定　員】4名
※こちらは実際に操作して頂く形式となります。

【開催日】2018年4月23日（月）／5月21日（月）
　　　　　13:30～15:00
【参加料】3,240円　【定　員】4名
※こちらは講師の操作をご覧頂く形式になります。

・飲食店や美容室を経営していて、POSレジから顧客管理
　クラウドソフトを利用した会計など、経理全体の業務
のご相談
・事業承継、経営改善など経営全般に関するご相談
・今後の投資や採用計画に基づいた経営計画書の作成

”消費税軽減税率”対策セミナー 開催!!
軽減税率対策補助金　期限延長決定！

無料特許・商標相談会

※事前にご予約下さい。

4月18日㈬ 14：00～
TEL054-353-3401
4月24日㈫ 13：30～
TEL054-253-5113

商工会議所 清水事務所
　
商工会議所 静岡事務所

〒422-8064 静岡市駿河区新川1-11-28
ＴＥＬ 054-654-5480／ＦＡＸ 054-654-5482

ホームページリニューアル!! http://www.crcjob.net
シー . アール . シー　　検索

( 本社 ) 〒417-0055　富士市永田町 1丁目 153　　　TEL :0545-57-4655　FAX:0545-57-4651
( 静岡事務所 ) 〒420-0822　静岡市葵区宮前町 31　 TEL :054-294-8492　FAX:054-294-8493



わが社自慢の商品・サービス
紹介コーナー 特別企画

　静岡市商店会連盟（村松孝次郎会長）では、“優れた名店”を表彰する平成２９年度「静岡市ショップヘリテージ」
の受賞店４店舗を決定し、去る１月１８日に開催された表彰式において各店に認定看板を授与しました。
　本表彰は、静岡市内で営業している
店舗を対象に、広く市民から愛され後世
に残したい名店を同連盟の役員や消費
者の代表らからなる実行委員会におい
て選考・決定し、これまでに３６店舗が受
賞されています。
　通算７回目を迎えた今回の受賞店は、
いずれも「永年にわたり、たゆまぬ精進に
励む経営姿勢」が地域住民に愛され支持
されている店舗です。
　ここに、本年度の受賞店を紹介いた
しますので、ぜひお店に足をお運びくだ
さい。（※掲載順不同）

〒422-8067 静岡市駿河区南町７-１５
TEL 054-281-4900

おにぎりのまるしま

昭和38年創業。早朝６時半から手造りのおにぎりや天ぷら、
静岡おでんを販売してい
ます。テレビや雑誌、マン
ガで取り上げられたこと
もあり、最近では遠方か
ら来るお客さまも多くなり
ました。JR静岡駅南口か
ら徒歩３分。昭和レトロ
な雰囲気の店内で、ぜひ
ご賞味ください！

メディアにも多数登場！「静岡の味」を召し上がれ！

〒420-0858 静岡市葵区伝馬町２０-５
TEL 054-252-1606　FAX 054-254-8871
http://www016.upp.so-net.ne.jp/koyama-chujirou/

㈱マクザス（小山忠次郎商店）
〒424-0943 静岡市清水区港町１-３-７
TEL 054-352-6993

出口とうふ店

〒420-0832 静岡市葵区横内町５３-１
TEL 054-245-0981　FAX 054-245-0984

㈱安田屋本店

慶応２年創業、150年余も続く老舗蕎麦庵
季節限定・旬の『山菜天せいろ』をご賞味ください。そばつゆは大
豆を発酵させた生醤油「ひしお」と、かつお、さば等の削り節だけを
使用した秘伝の「駿府江戸蕎麦つゆ」でお召し上がりいただけま

す。そば粉やだし、水などの
素材にこだわり、香り高いお
そばを美味しく召し上がって
いただけるよう日々努めてお
ります。「駿府江戸蕎麦つ
ゆ」は静岡県経営革新計
画の承認を受けております。

「艾（もぐさ）」とは、ヨモギの葉の裏
にある繊毛を精製して作ったお灸で
す。当店のお灸は、新潟県産の良
質な艾を丁寧に一つ一つ手作業で
加工しています。登録商標「切り
艾」、「つれ艾」をはじめ、お灸跡の
残らない「温灸艾」は、若い方でも
気軽に始められますので、ぜひ一度
お試しください。

明治40年創業、県内唯一
の「艾（もぐさ）」専門店

大正５年創業、３代続く豆腐店で
す。当店の豆腐・油揚・がんも等は、
その日のうちに作り、その日のうちに
食べていただけるよう努力していま
す。特に塩田にがりを使った「寄せ
豆腐」と老舗の寿司店でも使われ
ている「油揚げ」は、すぐに売り切れ
てしまう人気商品です。ぜひ一度
ご賞味ください。

そのままが美味しい！
清水港町の粋とうふ



〒420-0034 静岡市葵区常磐町2-6-7
TEL 054-250-8555

手打ち蕎麦たがた

全国でも指折りの在来蕎
麦が残っている静岡。その
稀少な在来種を守り継いで
いくために、オクシズの農家
さん達と一緒に作ったそば
茶です。

〒424-0816 静岡市清水区真砂町6-25
TEL＆FAX 054-366-4354
http://kanbaraya.net

蒲原屋

体にやさしい自然派素材を
集めた乾物専門店ならでは
のブレンドで、自然の味のお
やつを作りました。ついつい
手が止まらなくなる素材本
来のおいしさです。

〒422-8017 静岡市駿河区大谷1-19-7
TEL＆FAX 054-237-8866

パティシエ キドコロ

誰にも喜ばれるふわふわシ
フォンに、抹茶の効いたバ
タークリームをサンド。気軽
な手土産にも、自分用にも、
職人手作りのおいしさをど
うぞ。

〒421-3212 静岡市清水区蒲原小金147-7
TEL 054-625-6710　FAX 054-625-6711
https://oic.co.jp

おいしい産業㈱

駿河湾特産の桜えびの生
のおいしさをそのまま食卓
へ。漁師料理の沖漬けを、
桜えびの色も鮮やかなまま
に、こだわりの白醤油仕立
てでお届けします。

〒421-2301
静岡市葵区梅ヶ島4737-12
TEL 080-3711-3112（辻）　http://umegashima.club

梅ヶ島くらぶ

農薬不使用、化学肥料不
使用。山の澄んだ空気に
育まれた渋みのない良質な
紅茶と、身体を芯からあたた
める有機スパイス数種をブ
レンドしたチャイ。

1袋（15本入り）／500円（税別） 

〒420-0034  
静岡市葵区常磐町1-2-1 フレンド久喜ビル1F
TEL 054-221-4561　http://www.iwaoiwao.com

食彩 岩生

第9回 静岡おみやプロジェクト開発商品紹介
プロジェクト実施期間：平成29年6月～平成30年3月

稀少な在来種を伝える。農家が育てる生きてるそば茶渋みを抑えた山の紅茶。静岡梅ヶ島産 紅茶／チャイ

静岡の夜のおみやげ。岩生の箱鮨 彩り 乾物屋の自然派おやつ。蒲原屋謹製和ナッツ

生のうまさをお土産に。づけ（生桜えび） 洋菓子職人の手作り。静岡抹茶シフォンサンド

tp://umegashima club/

F
wao.com

7-7
711

“しずまえ”の鯛をはじめ、
地域の食材を活かした
お店で人気の棒寿司を、
開けてうれしい！彩り豊か
な手土産にアレンジしま
した。



華やかな柄の和紙を漆グラスの装飾として活用しました。漆と
和紙は手になじむ優しさを保ちながら、装飾グラスとして新たな
輝きを見せます。
http://toba-japan.com/

静岡県産の果物を、今までにないサックサクのドライフルーツ
に仕上げました。果物本来の酸味と甘さを最大限に活かした
究極のドライフルーツです。
http://www.ability-fields.com/

日本伝統の「かんざし」に、アートの感性を描く「ＫＡＮＺＡＳＨＩ」。
板金職人が丹精込めて作るステンレスヘアジュエリー。花言
葉を添えて。
https://www.bankin-ya.jp/
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歌川国芳の浮世絵の世界から踊りでた猫たちのかんざし。
「東海道五十三次之内岡部」より。
https://www.bankin-ya.jp/

お洒落で「ちょっピリかわいいわさび」をコンセプトにわさび漬
け・わさび味噌・チーズわさび漬が贈答用やお試し感覚にもな
るミニビンに入りました。
http://www.tamaruya.co.jp/

「全国推奨観光土産品審査会」は日本商工会議所と
全国観光土産品連盟が主催し、日本の文化である全
国各地の優れた日本のお土産品を推奨し、国の内外
に知らしめるとともに今後の観光土産品の育成、発掘・
振興を図ること及び食品については観光土産品の安
心・安全の基準を遵守し、信頼性の向上と健全な生活
に資することを目的に毎年実施するコンテストです。
第58回は、全国510
企業から1,014品が
出品され74点が受
賞しました。そのうち
静岡市内の企業が
受賞したお土産品
5点を紹介します。

全国推奨観光土産品審査会入賞品（静岡市内事業所）紹介
第58回（平成29年度）

㈱山崎製作所  商品価格：12,960円（税込）

㈱アビリティ フィールズ  商品価格：2,970円（税込）

鳥羽漆芸  商品価格：4,320円（税込）

㈱田丸屋本店  商品価格：1,296円（税込）

㈱山崎製作所  商品価格：12,960円（税込）



〒420-0949 静岡市葵区与一2-10-10
TEL 054-272-1700　FAX 054-272-1824
http://www.daiichi-printing.com

第一印刷㈱

円筒容器「かみ缶」＆ECサイト「シズボリ」
弊社では、お客様の商品を広く紹介・
販売する為の紙で作る円筒容器を中
心とした循環型社会の容器の製造、
地域活性の為のオリジナルECサイト
「シズボリ」を事業の中心としておりま

す。是非、ホ
ームページ等
をご覧戴きお
問い合わせく
ださい。

〒421-0115 静岡市駿河区みずほ1丁目35-3
TEL 054-257-0111　FAX 054-257-1131
http://www.nagahasi.com/

ナガハシ印刷㈱

オンデマンドの少部数から大ロットにも応える印刷
創業以来70年にわたり築き上げた高度な印刷ノウハウと、最

新の印刷機器を
駆使して、お客様
が必要とされる用
途や目的、そして
効果に合わせた
印刷物を提案して
いきます。バリアブ
ルオンデマンド印
刷も対応してます。

エコカレンダーのことならおまかせください
創業88年、戦争を乗り越え親子3代に渡り、製本業を営んで
おります。近年では、時代のニーズに合わせ、タンザックカレン

ダーやペーパーリ
ング卓上カレンダ
ーなどを手掛けて
おります。環境問
題を考え、エコな
製本をもっと広め
ていきたいと考え
ております。

〒420-0874 静岡市葵区辰起町4-21
TEL 054-271-6688　FAX 054-271-6913
http://www.iizuka-p.co.jp

㈲飯塚印刷

SINCE 1948
ネガティブな遊びの時代
から、本来の遊びの質に
そのスタイルも変わってき
ました。一つの可能性に
遊びの要素も取り込ん
だコミュニケーションづく
りで楽しく、素早く情報を
伝えます。
印刷を通して―。

〒420-0922 静岡市葵区流通センター12-2
TEL 054-263-2211　FAX 054-263-2218
http://www.nkbj.co.jp/

日興美術㈱

〒420-0008 静岡市葵区水道町39-1
TEL 054-271-3648　FAX 054-271-5086

㈲岡田製本加工所

宣度の高さが、
人を呼ぶ！

のぼり旗は他の店頭展示物
よりも、アイキャッチ的にも価
格面でも優れています。
のぼり旗の製造県内トップレ
ベルの実績はもちろん、効
果的な向き、立て方などのア
ドバイスまでご相談にのり、
集客アップにつながるサポ
ートをいたします。

わが社自慢の商品・サービス
紹介コーナー 特別企画

無料掲載企業 
随時募集中！
コストをかけずに貴
社の商品・サービス
のＰＲができますので
是非ご利用ください。
申込は電話、メール
にて随時受け付けて
おります。

企画広報室
mail：sing@shizuoka-cci.or.jp　TEL：054-253-5111

せ ん 　ど



わが社自慢の商品・サービス静岡商工会議所会員
商品・サービス 紹介コーナー

〒424-0032 静岡市葵区両替町1-6-9 味の仲見世ビル屋上
TEL 054-275-2290　FAX 054-275-2291
http://bbq.shizuoka.jp/

Shizuoka BBQ TERRACE

〒422-8034 静岡市駿河区高松1-11-12
TEL 054-237-3602　FAX 054-237-3608
http://www.okise.co.jp/

㈱オキセ 静岡営業所

〒422-8046 静岡市駿河区中島1185-1
TEL 054-291-6070　FAX 03-4496-4884
https://anger-m.ws

アンガーマネジメント静岡教室（アドマック㈱）

〒424-0114 静岡市清水区庵原町571-4
TEL＆FAX 054-395-8965
http://ihara-hattori.com

いはら服部鍼灸整骨院

〒424-0886 静岡市清水区草薙2184-8
TEL 054-625-5221
https://www.facebook.com/EnglishPlanetKusanagi/

ENGLISH PLANET

中心軸を整えてボディバランスアップ！
市内で唯一、体幹を整えるアクシスメソッドを取り入れている

整骨院です。体幹を
鍛えたい方だけでは
なく、スポーツをより楽
しみたい方や運動が
苦手な方にもおすす
めです。体験コースも
ご用意しておりますの
で、是非一度効果を
実感してみてください！

突然ですが「オキセ光」はじめました！
はじめまして。駿河区高松の㈱オキセ静岡営業所です。電気
通信事業者として光回線サービスの提供を開始しました。イン

ターネット回
線からＰＣ・
複合機まで、
ＩＴインフラ
の事なら何
でもお気軽
にご相談く
ださい。

イギリス人講師の英会話教室
JR草薙駅から徒歩５分！レッスンはAll English、対象は赤
ちゃん～大人、初心者～上級者まで。日本人スタッフも常駐し

てます。英会
話が初めて
の方も大丈
夫！ご安心く
ださい。無料
体験レッスン
受付中！

街中の屋上で静岡食材の手ぶらでBBQ！
厳選した肉や野菜を、通常ではありえないハイコストパフォーマ

ンスで提供します。
「手ぶら」と「お洒
落」がキーワード
の大人なＢＢＱを
お楽しみください。
完全予約制なの
で、ホームページ
から予約をお願い
します。5,000円（税込）

ワンランク上の大人の洋食レストラン
吟味した食材を伝統の製法を守りつつ、新たな味を探求して

丁寧に調理し、ひ
とときの贅沢と幸
せを一皿に込め
ています。「どこか
居心地がいい」
笑顔と感動のあ
る、そんな空間を
ご用意してお待ち
しております。チーズトリュフハンバーグ 1,800円（税込）

3,240円（税込）より

イライラとストレスをなくしてしまう講座
「アンガー」は怒り。今話題の「アンガーマネジメント」とは、怒りや
イライラをコントロールするノウハウを学ぶこと。当教室では、アン
ガーマネジメント講座を定期開催し、講師派遣もしております。

〒420-0816 静岡市葵区沓谷5-11-6
TEL＆FAX 054-294-8904
http://www.r-bon.jp

レストラン＆カフェ ボン



星　座 ： さそり座
血液型 ： A型
趣　味 ： 空手、高校野球観戦
ＴＥＬ ： 054-254-4150

内田 清隆さん
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イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
か
ら
始

め
ま
し
た
。そ
こ
で
得
た
お
客
様
の
声
な

ど
を
基
に
自
分
な
り
に
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
、お
店
を
構
え
る
た
め
の
準
備
を

整
え
て
き
ま
し
た
。

　

結
婚
を
機
に
愛
知
か
ら
静
岡
に
来
て

２
年
。い
ろ
い
ろ
な
方
の
応
援
も
あ
り
、念

願
だ
っ
た
お
店
を
開
店
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。近
く
に
お
越
し
の
際
は
、ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

店
休
日
は
、子
供
中
心
で
は
あ
り
ま
す

が
、キ
ャ
ン
プ
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
場
に
出
か

け
自
然
と
触
れ
合
う
時
間
を
多
く
持
つ

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

東京海上日動火災保険㈱静岡中央支社　支社長
静岡商工会議所青年部 平成29年度 地域活性委員会副委員長

星　座 ： いて座
血液型 ： O型
趣　味 ： キャンプ
ＴＥＬ ： 090-8549-5329

杉山 雅子さん
haru_coffee

　

弊
社
は
、１
８
７
９
年
創
業
で
、日
本

で
最
初
に
出
来
た
損
害
保
険
会
社
で
す
。

現
在
は
、東
京
海
上
グ
ル
ー
プ
と
し
て
損

害
保
険
の
み
な
ら
ず
、生
命
保
険・海
外

保
険
事
業
等
に
領
域
を
拡
大
し
、静
岡

を
は
じ
め
と
し
た
国
内
全
域
、海
外
38
の

国・地
域
で
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、国
全
体
で
地
方
創
生
が
叫
ば

れ
て
い
ま
す
が
、私
は
、こ
の
地
方
創
生
こ

そ
が
静
岡
活
性
化
直
結
の
施
策
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。静
岡
が
盛
り
上
が
れ
ば
、

人
や
企
業
を
引
き
付
け
、更
に
魅
力
あ

る
町
・
地
域
に
な
る
と
い
っ
た
好
循
環
を

生
む
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。実
は
、

弊
社
で
は
こ
の
地
方
創
生
に
会
社
を
挙

げ
て
本
気
で
取
り
組
ん
で
お
り
、先
日
も

静
岡
の
魅
力
を
大
々
的
に
伝
え
る
べ
く
、

東
京
の
弊
社
本
店
で「
静
岡
マ
ル
シ
ェ
」を

開
催
し
ま
し
た
。

　

仕
事・Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
の
両
方
を
通
じ
て
、

静
岡
の
発
展
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
努
力
精
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

し
ご
と
な
で
し
こ

静

岡

の

未

来

地
域
に
根
差
し
た

お
店
に
し
た
い
で
す
。

地
方
創
生
こ
そ
が
、

静
岡
活
性
化
直
結
の
施
策
！



※インタビュアーの長田義明さんは、静岡市出身のジャーナリストで、元時事通信社解説委員。

静岡県在京企業交流会  東京事務局長

会員倍増、情報交流
通じ、絆深める

　

在
京
企
業
交
流
会
は
、静
岡
県
内
に

本
社
、事
業
所
が
あ
り
、首
都
圏
に
支
店

な
ど
を
持
つ
企
業
が
会
員
。講
演
会
や
公

共
施
設
の
見
学
会
な
ど
を
通
じ
会
員
相

互
の
交
流
を
図
っ
て
い
る
。３
月
１
日
現

在
の
会
員
は
88
社
。半
数
以
上
の
49
社

が
静
岡
市
関
連
の
企
業
で
、こ
の
う
ち
の

23
社
は
原
さ
ん
自
ら
勧
誘
。事
務
局
長

就
任
４
年
で
会
員
を
倍
に
増
や
し
た
。

　

た
だ
、中
に
は「
う
ち
は
営
業
部
隊
し

か
い
な
い
の
で
入
会
の
話
は
直
接
、本
社

と
話
し
て
ほ
し
い
」と
本
社
に〝
丸
投
げ
〞

す
る
支
店
長
ら
も
い
る
と
い
い
、残
念
が

る
。

　
「
営
業
経
験
の
長
い
私
か
ら
す
れ
ば
、

営
業
部
隊
ほ
ど
情
報
が
手
に
入
る
会
合

　

大
手
信
託
銀
行
に
入
行
し
、高
卒
採

用
の
同
期
１
３
０
人
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て

支
店
長
に
。同
期
の
中
で
支
店
長
に
就
い

た
の
は
原
さ
ん
を
含
め
２
人
。そ
の
後
、

大
卒
ポ
ス
ト
と
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
会
社
の

役
員
に
抜
擢
さ
れ
た
。

　

61
歳
の
時
に
一
念
発
起
し
て
大
学（
通

信
制
）に
進
学
。40
年
余
ぶ
り
の
語
学
の

ブ
ラ
ン
ク
な
ど
を
克
服
、脱
落
者
約
93
％

（
当
時
）と
い
う
厳
し
い
現
実
を
乗
り
越

え
卒
業
し
た
。67
歳
だ
っ
た
。「
定
年
を

間
近
に
控
え
何
か
大
き
な
忘
れ
物
を
し

た
気
持
ち
に
襲
わ
れ
、息
子
の
後
押
し
も

あ
り
決
断
し
ま
し
た
」。

に
は
参
加
す
べ
き
な
ん
で
す
」。

　

実
際
、原
さ
ん
は
支
店
の
法
人
営
業

担
当
当
時
、さ
ま
ざ
ま
な
会
合
に
顔
を

出
し
て
人
脈
を
つ
く
り
、い
く
つ
も
の
大

口
契
約
を
ま
と
め
全
国
の
支
店
ト
ッ
プ
の

成
績
に
輝
い
た
。

　
「
私
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ズ
バ
ズ
バ

攻
め
て
い
く
営
業
の
タ
イ
プ
で
す
か
ら
、

余
計
は
が
ゆ
く
思
う
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。本
社
任
せ
の
対
応
で
は
な
く
、自
ら

の
判
断
で
入
会
し
、講
演
会
だ
け
で
な
く

懇
親
会
に
も
積
極
的
に
出
て
、情
報
の
入

手
、会
員
の
方
々
ら
と
の
絆
を
深
め
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
ね
。先
日
も
交
流
会
の

縁
で
取
引
が
で
き
ま
し
た
な
ど
、新
規
会

員
の
方
か
ら
感
謝
さ
れ
ま
し
た
」。

　

ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
、「
Ｊ
Ｒ
静
岡

駅
と
静
鉄
の
新
静
岡
駅
の
間
を
、例
え
ば

動
く
歩
道
で
結
ぶ
な
ど
し
て
、Ｊ
Ｒ
静

岡
、新
静
岡
、新
清
水
、Ｊ
Ｒ
清
水
の
各

駅
を
、山
手
線
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
、ぐ
る

っ
と
巡
回
で
き
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

実
現
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
」と
話
す
。

さ
ら
に
人
の
流
れ
を
、「
清
水
港
に
寄
港

す
る
大
型
客
船
と
う
ま
く
リ
ン
ク
さ
せ

て
、清
水
銀
座
な
ど
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
ほ
し
い
で
す
ね
」。清
水
振
興
論
に
も

力
が
入
る
。

（
文・写
真
：
長
田
義
明
）

支
店
長
の
裁
量
で
入
会
を

人
が
巡
回
で
き
る
交
通
網
に

Hatsunori Hara

原　初典さん

由比町（現静岡市清水区）生まれ。1965年、県立静岡商業高校卒業後、
三井信託銀行株式会社に入行。静岡支店、名古屋支店次長兼名古屋年金
営業部長、船橋支店長、本店年金営業推進部長、グループ最大の三信振
興株式会社取締役損害保険部長、2007年、中央三井信託銀行に出向、
確定拠出年金部部長（401Kセミナー担当）などを経て、14年、静岡県在
京企業交流会東京事務局長に就任。71歳。
08年、法政大学通信教育部経済学部商業学科に入学、14年、卒業。1級
DCプランナーなど多くの資格を持つ。静商同窓会関東支部副支部長。
連絡先：静岡県在京企業交流会東京事務局　電話03（3556）7715

静
岡
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、東
京
を
拠
点
に
内
外
で
活
躍

す
る
皆
様
に
、東
京
か
ら
見
た
静
岡
市
の
良
さ
と
可
能
性
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
に
つ
い
て
、ご
提
案
い
た
だ
き
ま
す
。

東
京
か
ら

こ
ん
に
ち
は



　
「
あ
さ
八
」は
、Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
南
口
か
ら
徒
歩

３
分
、サ
ン
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
の
む
か
い
に
あ
り
ま

す
。軒
下
の
赤
提
灯
と
店
前
に
積
ん
だ
地
酒
樽

８
樽
が
目
印
で
す
。朝
倉
健
児
さ
ん
は
、東
京

の
料
理
専
門
学
校
を
経
て
飲
食
店
で
働
き
、25

歳
で
静
岡
に
戻
り
、２
０
１
０
年
、32
歳
で
当
店

を
開
店
。そ
の
後
、駅
南・駅
北
に
各
１
店
を
出

店
し
て
い
ま
す
。

　

静
岡
に
戻
っ
て
き
た
時
、静
岡
の
魅
力
を
知

ら
な
か
っ
た
朝
倉
さ
ん
は
、当
店
を「
静
岡
を
ま

る
ご
と
楽
し
め
る
居
酒
屋
」に
し
た
い
と
考
え
、

県
内
各
地
を
訪
ね
歩
い
て
静
岡
な
ら
で
は
の
食

材
を
発
掘
。生
産
者
一
人
一
人
と
の
信
頼
関
係

を
築
き
、現
在
は
30
数
軒
の
農
家
や
漁
師
な
ど

と
取
引
し
て
い
ま
す
。

　
「
富
士
宮
や
き
そ
ば
」は
、富
士
宮
や
き
そ
ば

ア
カ
デ
ミ
ー
を
受
講
し
て
麺
許
皆
伝
書
を
取

得
し
、厚
さ
２㎝
の
鉄
板
を
店
に
設
置
。や
き
そ

ば
に
加
え
て
、新
鮮
な
食
材
を
お
客
様
の
目
の

前
で
調
理
し
、出
来
立
て
を
提
供
す
る
鉄
板
焼

き
ス
タ
イ
ル
は
、食
欲
を
そ
そ
り
ま
す
。

　

本
日
の
料
理
は
、毎
朝
、農
家
か
ら
仕
入
れ

る「
彩
り
静
岡
や
さ
い
の
あ
さ
八
サ
ラ
ダ
」。味

わ
い
お
肉
の
鉄
板
焼
き
は「
富
士
の
鶏
ゆ
ず
こ

し
ょ
う
で
や
き
と
り
」「
富
士
宮・岡
村
牛
の
サ

イ
コ
ロ
ス
テ
ー
キ
」「
ふ
じ
の
く
に
豚
ロ
ー
ス
の

ト
ン
テ
キ
」の
３
種
。「
静
岡
お
で
ん
」は
、大

根
、ち
く
わ
、た
ま
ご
、黒
は
ん
ぺ
ん
、糸
こ
ん
、

し
の
だ
巻
き
、さ
つ
ま
あ
げ
、つ
く
ね
、牛
す
じ
、

ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
の
10
本
。そ
し
て「
富
士
宮
や

き
そ
ば
」。

　

静
岡
地
酒
は
全
27
銘
柄
を
揃
え
、90
㎖
グ
ラ

ス
で
何
杯
も
飲
み
比
べ
で
き
る
コ
ー
ス
を
創
設
。

酒
蔵
を
招
く「
酒
の
会
」も
開
催
し
て
い
ま
す
。

地
酒
、地
野
菜
、鉄
板
焼
き
、静
岡
を

ま
る
ご
と
楽
し
め
る
居
酒
屋

地産地消

「３分
す
。

８
樽

の
料

歳
で

を
開

店
し静

ら
な

る
ご

県
内

材
を

を
築

と
取「

ア
カ

左から、富士の鶏ゆずこしょうでやきとり780円。富士宮岡村牛サイコロステーキ880円。ふじのくに豚ロースのトンテキ
880円。静岡おでん10本盛り980円。彩り静岡やさいのあさ八サラダ680円。富士宮やきそば２人前680円。静岡地酒：
開運、若竹鬼乙女夢、磯自慢、初亀、正雪、白隠正宗。静岡県の地酒、全27銘柄グラス１杯500円。価格は税抜き。

【メニュー】

【営業時間】
【施　設】
【所在地】

静岡地酒27銘柄飲み比べコース（２
時間、料理６品）4000円。西伊豆松
崎町直送！イカの三升漬け380円。有
東木わさびの茎しょうゆ漬け380円。
西伊豆松崎町直送！きびなごの一夜
干し480円。由比桜えびのガーリック
焼き680円。価格は税抜き。
17時～23時30分。不定休。
カウンター席８名、テーブル席20名。
静岡市駿河区南町10-11-1F
TEL ０５４‐266-5339

http://kichijitsu23.com/

地酒・地野菜・鉄板焼き

南口
ＪＲ 静岡駅

朝倉健児氏店主

スルガ銀行

静岡銀行
サンパレスホテル

ホテルプリヴェ
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